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1. はじめに 

1.1 はじめに 
本説明書は、申請支援及び行政処分情報の登録、照会、修正、削除、ダウンロードにお

いて利用する申請支援システムの画面操作説明と、操作の流れを解説した説明書です。 

1.2 用語説明 
・テキスト入力：テキスト（文字）をキーボードにより入力すること。 
・リストボックス：データ選択肢をリスト表示し、その中の1つをマウスで選択する。 
・ ラジオボタン：複数の選択項目の中から1つだけを選択することができる。 

・ チェックボックス：チェック・ボックスにマウス・ポインタを合わせてクリックすると、 

その項目が選択されてチェック・マークが付く。ラジオ・ボタンと異

なり、複数の項目をチェックできる。 

 

1.3 本マニュアルの読み方 
ここでは、申請支援システム操作マニュアルの記述方法について説明します。 

1.3.1 本文中の記述について 
本マニュアルの本文中では、画面名にはアンダーラインを引き，ボタン名は四角枠

で囲ってあります。 
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［例］ 
  
        ………「申請書の修正」を行う場合は、申請書一覧画面にお 
      いて、一覧の修正したい行にある修正を押します。 
 

 
 
 

画面名

 
なお、「」，""，等はその文字を強調するために用いています。 

ボタン名

－
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1.3.2 操作上のご注意 
本システムはWebブラウザを利用して操作を行います。 
操作上、前画面に戻りたい場合は、Webブラウザの戻るボタンは使用しないで下さい。

エラーの原因となります。 
全ての操作は本システムの画面上に表示される前画面へ戻るボタン等を使用して行っ

て下さい。 

1.4 申請支援システムの内容 
申請支援システムでは、“申請データ作成”“申請書作成状況一覧”“担当者変更”“パ

スワード変更”の操作が可能です。本操作マニュアルでは、それらの操作方法を説明しま

す。 
 

申請データ作成 申請書作成状況一覧 経路図作成状況一覧 担当者変更 パスワード変更

申請者情報入力 申請データダウンロード 経路図ダウンロード

積載貨物情報入力

車両情報入力

積載貨物情報入力

経路入力

申請書作成予約登録

オンライン申請支援システム
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1.5 申請支援システムの利用上の注意 

1.5.1 お使いになるパソコン環境の確認 
本システムを利用するためには、以下の環境が必要になります。 

CPU ●Pentium Ⅱ (300MHz) と同等以上 
メモリ ●64MB 以上推奨 

ハードディスク 
空き容量 ●200MB ～ 600MB 

画面表示 ●800×600(SVGA) 以上 
※1024×768(XGA) 以上を推奨しております。 

表示色数 ●256 色以上 

OS 
●Microsoft Windows 2000(SP4)， 

 Windows XP(SP1,SP2,SP3)， 
 Windows Vista(SP1) 

WWW 
ブラウザソフト ●日本語版 Microsoft Internet Explorer 6.0,7.0 

PDF表示ソフト ●Adobe Reader 7.0 以上 

基盤ソフト ●Java2 Runtime Edition 1.5.0_12 
上記は環境設定CD-ROMからインストールされます。 

 

1.5.2 使用文字についての注意 

I. 利用可能文字 
本システムにおいて使用可能な文字は以下に掲げるもののみとし、その他の外字、機種

依存文字等の使用は不可とする。 
（1）１バイト文字の英数字及び記号は、JISX-0201-1997を使用する。 

（※但し、“[”と“]”の使用はできません） 
（2）２バイト文字はJISX-0208-1997を使用し、漢字についてはJIS第一水準漢字及び

JIS第二水準漢字を使用する。 
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II. 利用できない機種依存文字 
以下の文字は機種依存文字(NEC特殊文字等)と呼ばれ、特車システム内で使用すると文

字化けの原因となります。 
 

・丸囲み数字 ：① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 
・ギリシャ数字：Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ 
・単位１   ：㍉ ㌔ ㌢ ㍍ ㌘ ㌧ ㌶ ㍑ ㍗ ㌍ ㌦ ㌣ ㌫ ㍊ ㌻ 
・単位２   ：㎜ ㎝ ㎞ ㎏ ㏄ ㎡ 
・省略記号  ：〝 〟 ㍻ № ㏍ ℡ ㊤ ㊥ ㊦ ㊧ ㊨ ㈱ ㈲ ㈹ ㍾ ㍽ ㍼ ™  © ® 
・数学記号  ：≒ ≡ ∫ ∮ ∑ √ ⊥ ∠ ∟ ⊿ ∵ ∩ ∪ 

 
株式会社、有限会社等を省略する場合は省略文字を使用せず、（株）、（有）等の入力

は以下の例のように入力してください。 
 

・㈱ → （株）半角または全角 ”（”,”）” と ”株” 
・㈲ → （有）半角または全角 ”（”,”）” と ”有” 

－
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本システムで入力すると文字化けする可能性のある漢字一覧（例示） 
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III. 利用できないVista固有文字 
Windows Vistaでは、他のOS（WindowsXP）で、使用してない文字が使われています。 
本システムでは、WindowsXPおよびVistaに対応するため、以下のVista固有文字の使用

を禁止しています。 
 
JIS X 0213:2004 第三水準変更点10字 
JIS X 0213:2004 第三水準XPで表示不可な文字183字中 人名用漢字73字 
JIS X 0213:2004 第三水準XPで表示不可な文字183字中 サロゲートペア26字 
JIS X 0213:2004 第三水準XPで表示不可な文字183字中 84字 
JIS X 0213:2004 第四水準変更点 14字 
JIS X 0213:2004 第四水準XPで表示不可な文字722字中 サロゲートペア277字 
JIS X0213:2004 第四水準XPで表示不可な文字722字中 CJK統合漢字拡張A領域145字 
JIS X 0213:2004 第四水準XPで表示不可な文字722字中 300字 
JIS X 0213:2004 第四水準変更点(漢字以外)11字 
JIS X 0213:2004  XP以前で表示不可な非漢字162字 
JIS X 0213:2004 文字合成を必要とする非漢字25字 
JIS X 0213:2004 文字合成を使っても使わなくても良い非漢字200字(後半146字が対象) 
 
 

本システムで禁止しているVista固有文字の一部（例示） 
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Vista固有文字をシステムに入力した場合、以下のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.5.3 Microsoft Internet Explorer7.0使用についての注意 
 

I. 利用できない機能 
本システムでは、IE6およびIE7に対応するため、以下のようなIE7固有の機能は使用で

きません。 
 

i. 拡大・縮小 
拡大・縮小を選択すると表示項目が以下のようにずれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラジオボタンや入力項目の表示が

ずれます。 
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ii. タブブラウザ 
タブブラウザ機能は、使用しないで下さい。 
 

 

複数のブラウザを表示しないで下

さい。
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2. 申請支援システムの概要 

2.1 申請支援システムを利用したオンライン申請 
申請支援システムを利用したオンライン申請の流れを以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請支援システム
インターネット

①申請データ作成

②ダウンロード

インターネット

受付システム

ＦＤ

③申請データのアップロード

申請支援システム
インターネット

①申請データ作成

②ダウンロード

インターネット

受付システム

ＦＤ

③申請データのアップロード

① インターネットを経由して、申請支援システムにアクセスし、申請データを作成します。 
② システムで作成した申請データをFDもしくはHDにダウンロード（保存）します。 
③ ダウンロードした申請データを「特殊車両オンライン申請システム」へ送信します。 
※緑枠は申請者のシステム、赤枠は国のシステムです。 

2－ 
 

1
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2.2 申請支援システムの流れ 
申請支援システムは以下のような流れになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、各処理内容については、以下の章で説明します。 
 

特殊車両申請支援システムログイン画面

申請支援システムメインメニュー画面

申請データ 
担当者変更

状況一覧
申請書作成

作成 
パスワード変 

更 状況一覧

経路図作成

経路図の 
ダウンロードダウンロード

申請データ

第３章 申請データ作成（申請書入力） 

     …申請データ作成の説明を申請書入力，車両諸元入力，経路入力，申請書作

成予約登録という流れで説明を行います。 
 
第４章 申請データ作成（FD読み込み） 

     …FDより申請データを読み込んで申請データを作成する場合の説明を申請

書入力，車両諸元入力，経路入力，申請書作成予約登録という流れで説明

を行います。（申請書作成予約登録は3.6章を参照） 
 

第５章 申請書作成状況一覧 

     …申請書作成状況一覧の表示と申請データダウンロードの説明を行います。 

 

第６章 経路図作成予約状況一覧 

…各申請の経路図作成予約後の処理を、画面の流れに沿い説明を行います。 

 

第７章 担当者変更 

     …既に登録してある担当者情報の変更の説明を行います。 

 

第８章 パスワード変更 

     …パスワード変更の説明を行います。 

 

第９章 許可書類の印刷 

     …許可番号付き経路図の印刷の説明を行います。 

2－ 
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2.3 申請支援システムへのログイン（接続） 
パソコンで web ブラウザを起動し、特殊車両システムログイン画面の URL

（https://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp）を指定すると、特殊車両システムログイン画面が

表示されます。 
そこで、特殊車両システムへログインを押して下さい。 

 
特殊車両システムログイン画面 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2－ 
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申請支援システムへのログイン画面が表示されます。 
ユーザIDとパスワードを半角の英数字（英字は大文字）で入力して下さい。 
ユーザIDを取得していない場合は、ユーザID未登録はこちらを押してください。 

 
 

申請支援システムへのログイン画面 
 
 

①

② 

①

 
 

i. 申請支援システムへのログイン（ユーザＩＤを取得している場合） 

手順 操作内容 
１ ①“ユーザーID”及び”パスワード”を入力して、ログインを押す。 

申請支援システム画面 

ii. 申請支援システムへのログイン（ユーザＩＤを取得していない場合） 

手順 操作内容 
１ ②ユーザID未登録はこちらを押す。 

申請者選択画面

2－ 
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2.4 申請支援システムのメインメニュー 

申請支援システムメインメニュー画面では、行いたい処理内容によって申請データ作成

申請書作成状況一覧 経路図作成状況一覧 担当者変更 パスワード変更を選択しま

す。 
 

申請支援システムメインメニュー画面 
 

３章、４章 

５章 

６章 

７章 

８章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2－ 
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3. 申請データ作成（申請書入力） 
本章では、申請データの作成方法についての説明を行います。申請支援システムの流れ

に沿い、以下の通りに分けて説明します。 
 
3.1 申請書情報入力 
3.2 積載貨物情報入力 
3.3 車両情報入力 
3.4 経路入力（デジタル地図による経路入力） 
3.5 経路入力（交差点番号指定による経路入力） 
3.6 申請書作成の予約 
3.7 保存終了 
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3.1 申請書情報入力 
ここでは申請書情報入力についての説明を行います。 
申請書情報入力とは、申請者及び申請書の情報を入力・登録することをいいます。 
以下に申請書情報入力のフローを示します。 
※代理人は申請者のＩＤ・パスワード取得後、ログインしなおしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ 申請の手段にはオンライン申請とインターネット申請があります。 

オンライン申請とは 
申請者がインターネットを経由して、申請支援システムにアクセスし、申請データを

作成します。その申請データを、インターネットを利用してデータ送信し、道路管理

者に申請する方式です。 
インターネット申請とは 

申請者がインターネットを経由して、申請支援システムにアクセスし、申請データを

作成します。そのデータと関係書類を添えて、道路管理者の窓口に申請する方式です。 
 

フローに従い各画面操作の説明を行います。 

保存終了 

特殊車両システムへのログイン

申請支援システムへのログイン

申請書入力方法選択画面

FD読込or 
申請書入力

FD読込画面

申請書入力画面(新規)

申請・各種情報入力選択

申請者選択画面

申請種類選択画面

新規申請 新規申請(参照) 更新申請 変更申請 

ユーザID
取得済み

申請システムメニュー

はい いいえ

提出先指定画面

提出先確認画面

申請書入力画面(変更) 申請書入力画面(更新)

ユーザーID未登録はこちら 

ユーザＩＤ登録確認

代理人

本人 
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3.1.1 申請者選択 
まず以下のような申請者選択画面が表示されます。 
申請者選択は、申請書類の作成及びその申請手続きを行う人を選択します。 
申請者本人が申請を行う場合は“本人”を、代理人が申請を行う場合は“代理人”を選

択してください。 
 

申請者選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 申請者の選択 

手順 操作内容 
１ ①申請者を選択する。 
２ ②選択を押す。 

申請書入力方法選択画面 
 

 

① 
申請者本人が申請を行う方法。 

代理人が申請を行う方法。 

②
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3.1.2 申請書入力方法選択 

I. 申請書入力方法選択 
申請書入力方法選択画面では、〔FD読み込み〕又は〔申請書入力〕を選択します。 
過去に作成した申請データを利用して申請データを作成する場合は“FD読み込み”を選

択して下さい。 
申請書から申請データを入力する場合は“申請書入力”を選択して下さい。 
 
※FD読み込みを選択した後の操作説明は「第４章 申請データ作成（FD読み込み）」

をご覧ください。 
申請書入力方法選択画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 申請書入力方法の選択 

手順 操作内容 
１ ① 申請書入力方法を選択する。 

（FD読み込みを選択した場合は、第４章を参照ください。） 
２ ②選択を押す。 

申請書入力画面 
 
 
 

 

① 

② 
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II. 申請種類選択 
申請書入力方法選択画面において、申請書入力を選択すると以下の申請種類選択画面が

表示されます。申請種類を下記の４種類より、選択します。〔新規申請（参照入力）〕、

〔変更申請〕、〔更新申請〕を選択した場合、申請済みの受理番号／申請番号を選択し以

前に申請した申請情報を呼び出します。 
申請種類選択画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

① 

③ 

② 
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① 申請種類選択 
新規申請、新規申請（参照入力）、変更申請、更新申請より、申請種類を選択しま

す。 
参照入力とは、登録済みの申請情報を参照して申請情報を作成するものです。 
 

②受理番号／申請番号選択 
以前に申請した情報を呼び出して、新規申請（参照入力）、変更申請、更新申請を

行う場合に、該当する「受理番号／申請番号」を選択します。 
 
(※)このマークがついている受理番号／申請番号はデータはデータ内の情報が不足

しています。車両情報、経路情報等に不足内容がないかお確かめの上データ作成す

る必要があります。 
この受理番号／申請番号を選択した場合、更新申請、変更申請を行うことは出来

ません。 
 

i. 申請種類の選択 

手順 操作内容 
１ ①申請種類を選択する。 
２ ②新規申請（参照入力）、更新申請、変更申請の場合は、受理番号または申請番号を

選択する 
３ ③選択を押す。 

申請書入力画面 
 
注） 

受理番号とは、道路管理者側のシステムによって算定・許可を受けた通行申請許可証に

付与される許可番号を指します。 
申請番号は、本システムを利用して申請データを作成している途中において、特車サー

バ上に保存される申請データに付与される番号です。申請番号により以前に作成した申請

データを呼び出して利用することも可能です。 
作成途中の申請データについても、FD等にダウンロードして保存することができますの

で、原則としてFD等に保存して下さい。 
参照できる期間は申請番号のみのデータは約２ヶ月程度、許可番号のデータは１年程度

としております。 
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3.1.3 申請書入力画面 
申請種類選択から遷移のとき、申請種類を選択すると申請書入力画面に移ります。申請

書入力画面は、申請書入力方法により３つの画面（新規／変更／更新）に分かれます。 
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I. 新規申請 

i. 新規申請（参照入力） 
申請種類選択画面で、新規申請を選択または、申請書入力方法選択画面で申請書入力（ま

たはログイン画面でユーザーIDは未登録）を選択すると申請書入力（新規）画面に遷移し

ます。 
申請者選択画面で本人を選択した場合は、申請書入力（新規）画面で申請者情報を入力

します。申請代理人情報の入力欄は表示されません。 
申請者選択画面で代理人を選択した場合は、申請書入力（新規）画面で申請者情報と申

請代理人情報を入力します。 
申請書入力（新規）画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 

② 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 

③

④

③

④

⑨



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 

 － 3-9 －

 
① 申請書情報入力 

申請日、通行開始日、通行終了日を選択します。 

② 申請者入力 

申請者の情報（法人区分等、会社名・氏名、代表者名 、郵便番号、住所、電話

番号）を入力します。 

③ 住所自動設定 

便番号7桁入力し住所自動設定ボタンを押下すると、別ウィンドウに該当住所が

表示されます。 

設定ボタンを押下すると、申請者情報欄または申請代理人情報欄に反映されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 郵便番号自動設定 

都道府県の選択と市区町村の住所入力を行い郵便番号自動設定ボタンを押下す

ると、別ウィンドウに該当郵便番号の一覧が表示されます。 

該当郵便番号を選択して設定ボタンを押下すると、申請者情報欄または申請代

理人情報欄に反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 申請担当者入力 

申請担当者の情報（部署名、担当者名、電話番号、FAX番号、メールアドレス）

を入力します。 

⑥ 申請代理人入力 

申請代理人の情報（代理人区分、続柄、行政書士登録番号、代理人名、郵便番

号、住所、電話番号、FAX番号、メールアドレス）を入力します。 
⑦ 申請車両入力 

 

 



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 

 － 3-10 －

申請車両情報（申請車種、事業区分、申請車両台数）を選択、入力します。 
 
申請車種のプルダウンメニュー      事業区分のプルダウンメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事業区分の内容は以下の通りです 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業区分 説明 
路線 路線を定める自動車運送事業用の車両 

（例：路線トラック、定期便トラック） 
区域 上記、路線以外の自動車運送事業用の車両 

（例：区域トラック、海上コンテナ、その他の営業車） 
その他Ａ 上記、路線、区域以外で、通行経路が一定し、反復継続し

て通行する車両 
（例：営業車以外の自家用車で、クレーン車等） 

その他Ｂ 上記、路線、区域、その他Ａ以外の車両で、一回限り（反

復継続しない）通行する車両 
（例：発電機等を運ぶ車両で一回限り） 
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⑧申請経路入力 

申請経路情報（申請経路数、手数料対象経路数）を入力します。 

また、ここで入力する手数料対象経路数は、申請者が手数料の目安として自己

申告するものであり、実際の手数料算出は道路管理者が行います。 

※申請経路数は、申請の片道毎に１経路して計上します。 

⑨登録 

設定されている申請データを登録します。 
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表 3.1.3-1 データ項目説明表 

 
種別の凡例  選：リストボックスにより選択 

入：テキスト入力 
指：ラジオボタンにより選択 
自：自動設定が可能（郵便番号・住所に関連する項目） 

必須の凡例  ○：必須入力項目 
△ ：セミトレーラ、フルトレーラ等の被けん引車両が有る場合必須 
□：代理人区分を問わず必須入力項目  

無印：必須入力項目でない 
 

No データ項目 種別 単位 必須 備考 

1 申請日 選 － ○  
2 通行開始日 選 － ○ 
3 通行終了日 選 － ○ 

 

4 法人区分等 選 － ○ 
5 会社名・氏名 入 － ○ 
6 代表者名 入 － ○ 

全角文字 
 

7 郵便番号 自 － ○ 半角数字 
8 住所（都道府県） 自 － ○ 
9 住所（市区町村） 自 － ○ 

10 住所（丁目番地） 入 － ○ 
11 住所（ビル名） 入 －  

全角文字 

12 

申
請
者 

電話番号 入 － ○ 半角数字 
13 部署名 入 － ○ 
14 名前（漢字） 入 － ○ 

全角文字 

15 電話番号 入 － ○ 
16 FAX番号 入 －  
17 

申
請
担
当
者E-mailアドレス 入 －  

半角数字 

18 代理人区分 選 － □ 
19 続柄 入 －  

全角文字 

20 行政書士登録番号 入 －  半角数字 
21 代理人名 入 － □ 全角文字 
22 郵便番号 自 － □ 半角数字 
23 住所（都道府県） 自 － □ 
24 住所（市区町村） 自 － □ 
25 住所（丁目番地） 入 － □ 
26 住所（ビル名） 入 －  

全角文字 

27 電話番号 入 － □ 
28 FAX番号 入 －  
29 

申

請

代

理

人 

メールアドレス 入 －  

半角数字 

30 申請車種 選 － ○  
31 新規開発車両、新規格車の区別 指 － ○  
32 事業区分 選 － ○  
33 申請車両台数 単車／トラック 入 台 ○  
34 

申
請
車
両 

トレーラ 入 台 △ 
35 申請経路数 入 － ○ 

 
 

36 
経

路 手数料対象経路数 入 －   
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ii. 新規申請（参照入力） 
申請種類選択画面で、新規申請（参照入力）を選択すると申請書入力（新規）画面に遷

移します。Ⅰ．新規申請と同じ画面ですが、申請情報には以前に申請した（選択した受理

番号／申請番号の）申請情報が表示されています。 
また、以前に代理人が申請していた場合は申請代理人情報も表示されます。 
ただし、申請者選択画面で本人を選択した場合は、申請代理人情報の入力欄は表示され

ません。 
申請情報に変更がある場合は、変更してください。 

申請書入力が終了すると、次の画面遷移は新規申請と同じです。また、申請書入力

画面同様、以前に申請した申請情報が既に入力されています。 
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II. 更新申請 
申請種類選択画面で、更新申請を選択すると申請書入力（更新）画面に遷移します。 
申請書入力（更新）画面では、申請日、通行開始日・終了日、申請者情報、申請担当者

情報、申請代理人情報を更新できます。 
※更新申請は申請内容が新規時と全く同じで、期間のみを更新することを更新申請とい

います。 
システムでは車両情報、経路情報の変更が可能となっていますが、運用上必要な時（道

路管理者に指示された場合にのみ）データ内容変更が必要である場合のみ使用としてく

ださい。 
 

  更新申請時に変更可能な情報を以下に列挙します。 
－申請日、通行開始日・終了日 
－申請者情報 
－申請担当者情報 
－申請代理人情報 
－車両の交換 
－会社名、代表者名の変更 
－車両台数の減少 
－車両台数の増加（同一軸種・型式の場合のみ） 
－通行経路の変更 
 

 なお、申請期間に誤りがある場合は、申請書入力画面で登録ボタンを押すと、以下のよう

な画面が表示されます。戻るボタンを押して申請書入力画面に戻り、申請情報を確認、修正

してください。 
申請情報指定エラー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請情報指定エラー画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 

 － 3-15 －

 
申請書入力（更新）画面 
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III. 変更申請 
申請種類選択画面で、変更申請を選択すると申請書入力（変更）画面に遷移します。 
申請書入力（変更）画面では、申請日、通行開始日・終了日、申請者情報、申請担当者

情報、申請代理人情報を変更できます。 
 
変更申請時に変更可能な情報を以下に列挙します。 

－申請日、通行開始日・終了日 
－申請者情報 
－申請担当者情報 
－申請代理人情報 
－変更理由 

以下の６つより選択 
・ 車両の交換 
・ 会社名、代表者名の変更 
・ 車両台数の減少 
・ トレーラ台数の増加 
・ 通行経路の変更 
・ その他 

 －車両の交換 
 －会社名、代表者名の変更 
 －車両台数の減少 
 －車両台数の増加（トレーラのみ） 

－通行経路の変更 
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申請書入力（変更）画面 
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3.1.4提出先窓口指定・確認 

I. 提出先窓口の指定 
申請書入力が完了すると、提出先窓口指定画面に遷移します。これから作成する申請デ

ータの提出先窓口（申請窓口）が表示されています（入力された申請書情報から、システ

ムが自動で判断して表示しています）。 
必要があれば、訂正してください。 

提出先窓口指定画面 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

i. 提出先窓口の指定 

手順 操作内容 
１ ①（修正の必要がある場合）“提出先道路管理者”を選択し、選択を押す。 
２ ②（上記手順１実行時）選択した道路管理者が管理する窓口が一覧表示されるので、

該当する提出先窓口を選択する。 
３ ③確認を押す。 

提出先窓口確認画面 
 

①

② 

③ 
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II. 提出先窓口の確認 
提出先窓口を指定すると、提出先窓口確認画面が表示されます。 
提出窓口が正しいければ、登録して下さい。 

提出先窓口確認画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 提出先窓口の確認 

手順 操作内容 
１ ①提出先窓口を確認し、登録を押す。 

申請・各種情報入力選択画面 
 

 

① 
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3.1.5ユーザID登録確認 

申請支援システムログイン画面で、ユーザID未登録はこちらを選択していた場合、提出

先窓口確認の後、ユーザID登録画面が表示されます。 
画面に表示されている申請者IDとパスワードを利用して、今後は申請支援システムにロ

グインすることができるようになります。 
ユーザID登録確認画面は、以後表示されませんので、申請者IDとパスワードは、印刷、

画面コピー、控える等を行い、忘れないよう管理します。 
原則IDは１社（１営業所等）に対して１つ使用するようにし、１つのIDで複数社のデー

タ入力は行わないようにします。 
なお、パスワードは、パスワード変更機能を使って変更することができます（「第８章 

パスワード変更」参照） 
 

ユーザID登録確認画面 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

i. ユーザIDとパスワードの確認 

手順 操作内容 
１ 表示されている①ユーザIDとパスワードを確認する。 
２ ②確認を押す。 

申請・各種情報入力選択画面 
 

 

②

①
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3.1.6申請・各種情報入力選択画面 
申請書入力が完了すると申請・各種情報入力選択画面に移ります。申請・各種情報入力

選択画面では、積載物情報の入力、車両情報の入力、経路情報入力、申請書情報の一部の

再入力を行います。 
経路情報の入力は、申請書情報入力、積載物情報入力、車両情報入力が完了していない

と実行できません。 
申請・各種情報入力選択画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①申請書情報入力は、  3.1.3章を参照ください。 
②積載貨物情報入力は、 3.2章を参照してください。 
③車両情報入力は、   3.3章を参照してください。 
④経路情報入力は、   3.4,3,5章を参照してください。 
⑤申請書作成予約登録は、3.6章を参照してください。 
⑥保存終了は、     3.7章を参照してください。 

② 

④ 

⑥

⑤ 

③ 

① 
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3.2 積載貨物情報入力 
ここでは積載貨物についての説明を行います。 
積載貨物情報入力とは、申請車両への積載貨物を入力・登録することをいいます。 
以下に積載貨物情報入力のフローを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

積載貨物申請の必要の有無は、申請車種により決定されます。（→システム上、自動的

に判断します。）積載貨物申請不要車種を選択すると、以下の画面が表示されます。 
 
 

積載物情報入力不要時のメッセージ表示 

 
 
 
制度上、積載貨物の申請が不要な車種は以下の通りです。 
・単車－建設機械類 
・特例8車種に該当するセミトレーラ連結車及びフルトレーラ連結車 

 
 
 

  

積載貨物入力

積載物の申請

が必要

いいえ   

はい

申請・各種情報入力選択

「積載貨物情報入力」を選択
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3.2.1 積載貨物入力 
積載貨物の申請が必要な車種の場合、積載貨物情報入力画面に移ります。 
積載貨物情報（積載分類、積載貨物品、寸法）を選択・入力し、登録を行います。また、

選択ボックスの中に該当する積載貨物品がない場合は、「その他」を選択し、品名を入力

してください。 
なお、申請車両に応じて入力する必要のない項目もありますが、システムが自動的に判

別し、入力する必要のある項目のみ表示します。 
 

積載貨物情報入力画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 操作内容 
１ ①②積載分類枠内から積載分類を選択し、選択をクリックします。 
２ ③積載貨物品枠内から積載物を選択します。 

積載分類を選択すると、その分類に応じた積載貨物品が表示され、その中から積載貨

物品を選択します。また、該当する積載貨物品が無い場合「その他」を選択し、品名

を入力します 
３ ④積載貨物品にて「その他」を選択した場合、積載貨物名を入力します。積載貨物名

は8文字まで入力可能です。 
４ ⑤貨物情報入力 

貨物情報（幅、高さ、長さ）を入力します。 
５ ⑥登録 

積載貨物情報を登録します。積載貨物の分類と品名は、表3.2.1-1に示すとおりです。

 

 

① 

②

⑤ 

⑥ 

③ 

④ 
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表 3.2.1-1 積載貨物の分類名、品名 

分類 品名 分類 品名

トラッククレーン
トラッククレーン以外の建設機械
バス 保線用機器
オフロードダンプ 回転炉等
電源車 その他（タンク、熔接機）
空車 揮発油（ガソリン、軽油、灯油等）
その他 液化製品（ＬＰガス、水素、酸素等）
建設機械
商品自動車
電源車体 発電機
その他 変圧機等
海上コンテナ（ボックス） ポンプ
海上コンテナ（タンク） 送風機
国内コンテナ 電線ケーブル、ドラム
ＪＲコンテナ 家電製品
鋼橋桁等 その他
鋼管 原木
鋼矢板 製材品
レール 植木
形鋼（Ｈ型、アルミ、鉄管等） その他
厚板（鋼、アルミ） 農産物
コイル（鋼、アルミ） 水産物
その他（鋼製容器、鋳鍛鋼品） 飼料
コンクリート橋桁 その他
コンクリート杭 雑貨
プレハブ建築部材 セメント
電柱 ロールペーパー（巻紙）
ボックスカルバート その他
ヒューム管 空車
その他

コ
ン
テ
ナ

鋼
製
品

産業機械（プラント機械、工作機械金
属加工機械、機械架台等）

機
械
製
品

車
両

(トラック／
トレーラ積載)

コ
ン
ク
リ
ー

ト

製
品

その他（フェノール、ポリエステル樹
脂魂用粉末添加剤、石油化学製品等）

石
油
製
品

電
気
製
品

木
材

食
料
品

そ
の
他

車
両

(

自
走
式

)

 
 

注）積載貨物の幅・高さ・長さは、積載貨物自身の幅・高さ・長さを入力してください。 

 
 

積 載 貨 物

積載貨物の長さ

積

載

貨

物

の

高

さ
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3.3 車両情報入力 

3.3.1 車両情報入力の概要 

I. 車両情報入力の種類 
車両情報入力では、申請車両に関する以下の情報の入力を行います。 
 

 「車両内訳書」に記載される情報 
 「車両の諸元に関する説明書」に記載される情報 

 
 

※ 車両情報を入力する際は、車検証、４面図等から必要項目を入力します。 
※ 寸法に関しては積載物を積載した状態の寸法で入力します。 
※ 車両の台数に関しては１０００台程度までを目途にデータ作成をされること

をお勧めします。 
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II. 車両情報入力のフロー 
車両情報入力機能のフローを以下に示します。 
 

軸種追加

申請・各種情報入力選択

申請車両情報登録メニュー

②車両内訳書入力
③車両諸元説明書

情報入力
④車両の諸元に関

する説明書

車両情報入力
登録・

前画面へ戻る

車両内訳書
入力

車両諸元説明書
入力

合成車両の
表示

①軸種指定

軸種削除

 
① 申請車両の軸種を指定します。 
② 車両内訳書に記載される情報（車名、型式、車両番号）を入力します。 
③ 車両の諸元に関する説明書に記載される情報（車両寸法、重量、軸重等）を入力

します。 
④ 車両の諸元に関する説明書を表示し、入力した車両諸元の内容を確認できます。 

 
 
※ 「車両内訳書入力」、「車両諸元説明書入力」の入力順序は、ありません。どの情

報から入力して構いません。 
※ 但し、１度入力したデータを修正する時に「型式削除」をする場合は、「車両諸元

説明書入力」から操作される方が修正しやすいです。 
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3.3.2 型式ごとの車両諸元による車両情報入力 

I. 処理フロー 
型式ごとでの車両諸元入力の処理フローの概要は以下の通りです。 
 

軸種追加

申請・各種情報入力選択

ⅰ．申請車両情報登録メニュー

ⅲ．車両内訳書
入力

ⅳ．車両諸元
説明書情報入力

ⅴ．車両の諸元に
関する説明書

車両情報入力
登録・

前画面へ戻る

車両内訳書
入力

車両諸元説明書
入力

合成車両の
表示

ⅱ．軸種指定

軸種削除

 
 
 

ⅰ）申請車両情報の登録を行うメニュー画面です。 
ⅱ）申請車両の軸種を指定します。 
ⅲ）車両内訳書に記載される情報（車名、型式、車両番号）を入力します。 
ⅳ）車両の諸元に関する説明書に記載される情報（車両寸法、車両重量、積載貨物重量、

軸間距離、軸重）を入力します。 
ⅴ）車両の諸元に関する説明書を表示し、入力した車両諸元の内容を確認できます。 
 
※ 車両情報を入力後、経路情報を入力する前にデータを一時保存することができます。 
 
 
以下、画面各項目内容の説明、車両情報入力の具体的な手順を示します。 
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II. 各画面機能説明 

i. 申請車両情報登録メニュー 
車両情報の入力を行うメニュー画面です。 
画面の各機能を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 申請車種が表示されます。 

② 現在登録済みの軸種が一覧表示されます。 

③ 最小回転半径は軸種ごとに入力して下さい。 

④ 整理番号欄（②）で指定されている軸種の車両内訳書入力を行います。車両内訳書入

力ボタン押下後は、「車両内訳一覧」へ遷移します。 

⑤ 整理番号欄（②）で指定されている軸種の車両諸元説明書入力を行います。車両諸元

説明書入力ボタン押下後は、「車両諸元説明書入力（様式03）」画面へ遷移します。 

⑥ 軸種を追加します。初めて車両情報を入力する場合は、このボタンを押して、軸種を追

加して下さい。軸種追加ボタン押下後は、「軸種指定」画面へ遷移します。 

⑦ 整理番号欄（②）で指定されている軸種を削除します。 

⑧ 合成車両を表示します。合成車両の表示ボタン押下後は、「車両の諸元に関する説明

書」が表示されます。 

⑨ 入力した車両情報を登録します。登録ボタン押下後は、車両情報の入力チェックを行

った後、「申請・各種情報入力選択」画面へ戻ります。 

⑩ 車両情報の入力を中断し、「申請・各種情報入力選択」画面へ戻ります。 

 

④ 

① 

② 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ ⑩

③ 
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ii. 軸種指定画面 
 

軸種指定画面における入力の流れは、選択された軸種により、以下のようになります。 

申請車両情報登録メニュー

選択された
軸種

軸数選択

軸種追加

軸種その他 通常軸種

申請車両情報登録メニュー

選択

軸種削除

 
 
ここで、申請したい車両の軸種を選択します。軸種が分からないときは、軸種を選

択したのち、軸種説明図の表示を押すことで、軸種ごとの車両の形態を参照すること

ができます。 
軸種指定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②

③ 

① 
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① 軸種説明図の表示を押すと指定された軸種に応じて以下のような画面が表示され

ます。 

 
選択可能な軸種を、表 3.3.2-1～3.3.2-5に示します。該当する軸種が無い場合は、

〔軸種その他〕を指定して下さい。なお、軸種その他を指定される場合、申請車両が

以下の条件に適合しているかどうかをチェックし、該当する方を指定して下さい。 

 
 3m以内に、3つの車軸が隣接している場合 

 〔軸種その他（トリプル軸あり）〕を選択 

 
 3つの車軸が隣接していない、もしくは3m以内には隣接

していない 
 〔軸種その他（トリプル軸なし）〕を選択 

 
 
ここで「トリプル軸あり」を指定した場合、平成17年9月29日以前の従来のトリプ

ル軸の計算方法で計算されます。 
 平成17年9月29日以降の新しいトリプル軸の計算方法は適用されませんのでご注意

ください。 
 
② 軸種その他で申請される場合は、軸種選択の下に表示されるプルダウンメニュー

から、申請車両の軸数を指定して下さい。 
 

 
 

（軸種その他のデータを作成

する時のみ、 
軸数を選択する必要がありま

す。） 
 
 
 
 

 
③ 選択ボタン押下後、「申請車両情報登録メニュー」へ戻ります。 
指定した軸種が追加されている事を確認して下さい。 

2.80 m.

3m以内のため、トリプル軸

1.40 m.

3.50 m.

3m以上のため、トリプル軸ではない

1.80 m.
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表 3.3.2-1 選択可能な軸種（1/5） 
 軸種 軸種ごとの車両形態 

軸数：2軸 

トラクタ：前1軸 

Ｔ1.1 

 

軸数：3軸 

トラクタ：前1軸 

Ｔ1.2 

 

軸数：3軸 

トラクタ：前2軸 

Ｔ2.1 

 

単
車 

軸数：4軸 

トラクタ：前2軸 

Ｔ2.2 

 

軸数：3軸 

トラクタ：前1軸 

トレーラ：後1軸 

Ｓ1.1－1 

 

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ 

軸数：4軸 

トラクタ：前1軸 

トレーラ：後2軸 

Ｓ1.1－2 

 

A B

W

l2
l1
L

C

l4

l5

A

W

l2

l1
L

B

l3

C

l4

l5

A

W

l2

l1
L

B

l3

C D

l4 l6

l7

A

W

l2

l1
L

B

l3 l5

A B

W

l2

l1
L

第
５
輪
荷
重

W5

l4
l3

C

l7

A B

W

l2

l1
L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5
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表 3.3.2-2 選択可能な軸種（2/5） 
 軸種 軸種ごとの車両形態 

軸数：4軸 

トラクタ：前1軸 

トレーラ：後1軸 

Ｓ1.2－1 

 

軸数：4軸 

トラクタ：前2軸 

トレーラ：後1軸 

Ｓ2.1－1 

 

軸数：5軸 

トラクタ：前1軸 

トレーラ：後2軸 

Ｓ1.2－2 

 

軸数：5軸 

トラクタ：前2軸 

トレーラ：後2軸 

Ｓ2.1－2 

 

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ 

軸数：5軸 

トラクタ：前1軸 

トレーラ：後3軸 

 

※トリプル軸計算対象車種 

（L5+L6）が3.0m以内の場合 

Ｓ1.1－3 

 

A B

W

l2

l1
L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5

l7

A B

W

l2

l1
L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5

A B

W

l2
l1

L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5

E

l8
l7

l9

l10

A B

W

l2
l1

L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5

E

l8
l7

l9

A B

W

l2

l1
L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6l5
E

l7
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表 3.3.2-3 選択可能な軸種（3/5）  
 軸種 軸種ごとの車両形態 

軸数：6軸 

トラクタ：前1軸 

トレーラ：後3軸 

 

※トリプル軸計算対象車種 

（L7+L8）が3.0m以内の場合 

Ｓ1.2－3 

 

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ 

軸数：6軸 

トラクタ：前2軸 

トレーラ：後3軸 

 

※トリプル軸計算対象車種 

（L7+L8）が3.0m以内の場合 

Ｓ2.1－3 

 

軸数：4軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：なし 

第二トレーラ：後1軸 

Ｆ1.1－1.1 

 

軸数：5軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：なし 

第二トレーラ：後1軸 

Ｆ1.2－1.1 

 

フ
ル
ト
レ
ー
ラ 

軸数：5軸 

トラクタ：前2軸 

第一トレーラ：なし 

第二トレーラ：後1軸 

Ｆ2.1－1.1 

  

ダ
ブ
ル
ス 

軸数：5軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：後1軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 1.1－1－1.1 

 

 

A B

W

l2
l1

L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5

E

l8l7

l9

F

l10

A B

W

l2
l1

L

第
５
輪
荷
重

W5

l4

l3

C D

l6
l5

E

l8l7

l9

F

A B

W1

l2
l1

L

l4l3

C D

l6

l8l7

W2

l5

B C

l6
l5

A

W1

l2

L

l4
l3

D

l8

W2

E

l10l9
l1

l7

B C

l6l5

A

W1

l2

L

l4
l3

D

l8

W2

E

l10l9
l1

l7

A B C ED

W1 W2

l4
l3l2

l1

l5 l6 l8
l7

l9
L

W5
第
５
輪
荷
重
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表 3.3.2-4 選択可能な軸種（4/5）  
 軸種 軸種ごとの車両形態 

軸数：6軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：後2軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 1.1－2－1.1 

 

軸数：6軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：後1軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 1.2－1－1.1 

 

軸数：6軸 

トラクタ：前2軸 

第一トレーラ：後1軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 2.1－1－1.1 

 

軸数：7軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：後2軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 1.2－2－1.1 

 

軸数：7軸 

トラクタ：前2軸 

第一トレーラ：後2軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 2.1－2－1.1 

 

ダ
ブ
ル
ス 

軸数：7軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：後3軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 1.1－3－1.1 

 

A B FE

W2

l3l2
l1

l11
l10

l9

L

W5
第
５
輪
荷
重

DC

W1

l8

l7
l4 l5 l12

l6

A B C

W5

l6
l5

l2
l1

第
５
輪
荷
重

D FE

W1 W2

l4

l3
l11

l10l8l7 l9

L

A B

l6
l5

l2
l1

D FE

W1 W2

l4

l3

l11
l10l8

l12

l9

L

CW5
第
５
輪
荷
重

l7

A B C ED GF

W5

W1 W2

l8
l7l4

l6
l5

l9
l3l2

l1

l10
l11 l13

l12

l14

L

第
５
輪
荷
重

A B

l6

l5
l2
l1

CW5
第
５
輪
荷
重l10

ED GF

W1 W2

l8

l4l9
l3

l11

l15

l13

l12 l14

L

l7

A B

l2
l1

W5
第
５
輪
荷
重

C GF

W1 W2

l5
l4

l7
l3

l8

l9 l11

l10

l12

L

ED
l6
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表 3.3.2-5 選択可能な軸種（5/5）  
 軸種 軸種ごとの車両形態 

軸数：8軸 

トラクタ：前1軸 

第一トレーラ：後3軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 1.2－3－1.1 

A B C

W5

l6
l5

l9
l3l2

l1

第
５
輪
荷
重

D HG

W1 W2

l7
l4 l10

l13l11

l14

l12

L

FE

l8

 

ダ
ブ
ル
ス 

軸数：8軸 

トラクタ：前2軸 

第一トレーラ：後3軸 

第二トレーラ：後1軸 

D 2.1－3－1.1 

A B

l6

l5

l2
l1

CW5第
５
輪
荷
重

l10

l9
l3

D HG

W1 W2

l7
l4

l15

l13l11

l14l12

L

FE

l8

 

 
※セミトレーラの「S1.1-3」「S1.2-3」「S2.1-3」の３つの軸種の場合、トレーラの隣

接する３つの軸の間の距離が３ｍ以内の場合、平成17年9月29日以降の新しいトリプ

ル軸の計算方法が適用されます。 
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iii. 車両内訳書入力 
 

車両内訳書入力における入力処理の流れは、以下のようになります。 
 

設定・
キャンセル

代表車両番号
設定

申請車両情報登録メニュー

ａ．車両内訳一覧

ｃ.車両内訳入力画面（軸種指定）
ｄ．車両内訳書入力画面（軸種：その他）

ｂ．車両番号一覧

ｅ．車名一覧
ｆ．陸運支局・自動車
検査登録事務所一覧

車両内訳書
入力

型式追加・
型式修正

申請車両情報登録
メニューへ戻る

車両内訳一覧へ
戻る

参照 参照
設定・

キャンセル
設定・

キャンセル

 
 
 

各画面の機能を以下に示します。 
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a. 車両内訳一覧 
車両内訳書情報を入力するメニュー画面です。 
画面の各機能を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 編集中の車両牽引区分（トラクタ／トレーラ）が表示されます。 

（単車の場合は表示されません。セミトレーラ、フルトレーラの場合は「トラクタ」ま

たは「トレーラ」、ダブルスの場合は「トラクタ」「第一トレーラ」または「第二トレ

ーラ」が表示されます。） 

② 申請車種、軸種が表示されます。 

③ トラクタ／トレーラ切替ボタンは、編集を行う車両の牽引区分（トラクタ／トレーラ）

を切り替える場合に押して下さい。 

（単車の場合は、ボタンは表示されません。セミトレーラ、フルトレーラの場合はトラ

クタ⇒トレーラの順で、ダブルスの場合はトラクタ⇒第一トレーラ⇒第二トレーラの順

で表示が切り替わります） 

 

 

①

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑧ ⑨ ⑩ 
⑪

④

⑦ 
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1ページに表示される型式の件数は10件までです。登録件数が10件を超えた場合、ページ

のリンクが表示され、ページの切り替えを行う事ができます。 

（登録件数が10件未満の場合は、表示されません） 

④ 現在登録されている車名・型式が一覧表示されます。 

登録台数は、実際に登録されている車両番号の数がカウントされ、表示されます。 

⑤ 代表車両情報が表示されます。 

単車の場合は１台分、セミトレーラ・フルトレーラの場合は２台分（トラクタ、トレ

ーラ）、ダブルスの場合は３台分（トラクタ、第一トレーラ、第二トレーラ）の情報

が表示されます。 

特に設定していない場合、整理番号１番の車両が代表車両に設定されます。 

⑥ 代表車両を変更する場合、対象となる型式の設定ボタンを押して下さい。「代表車両

番号設定」画面が表示され、任意の車両番号を指定できます。 

⑦ 型式の追加ができます。型式追加ボタン押下後、「車両内訳入力」画面へ遷移します。 

⑧ 型式削除ボタン押下後、整理番号欄（⑤）で指定されている型式が削除されます。 

（※型式削除の操作は、車両諸元の入力画面にて操作後、上記画面操作をされる方が比

較的容易にできます。） 

⑨ 整理番号欄（⑤）で指定されている型式を修正します。型式修正ボタン押下後、「車

両内訳入力」画面へ遷移します。 

⑩ 車両内訳書の入力を終了または一時中断する場合に押して下さい。申請車両情報メニ

ューへ戻るボタン押下後、「申請車両情報登録メニュー」へ戻ります。 
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b. 代表車両番号設定 
代表車両番号を変更設定する画面です。 
画面機能は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 「車両内訳一覧」画面で指定された型式の車両番号の一覧が表示されます。代表車両

としたい車両番号を指定して下さい。 
② 設定ボタンを押すと、車両番号一覧（①）で指定された車両番号が代表車両として設

定されます。 
③ 閉じるボタンを押すと、代表車両の変更せずに終了します。 

① 

② ③
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c. 車両内訳入力画面（軸種指定の場合） 
車両内訳書に記載される情報を入力する画面です。 
画面の各機能を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
① 申請車両の車名・型式を入力します。 
② 車名参照ボタンを押す事で「車名一覧」が表示され、車名を参照設定する事ができま

す。（いすゞはギガで登録されていますので、「いすゞ」と入力したい場合は、この

機能は利用せず手入力してください。） 
③ 1ページに表示される型式の件数は10件までです。登録件数が10件を超えた場合、ペー

ジのリンクが表示され、ページの切り替えを行う事ができます。 
（登録件数が10件未満の場合は、表示されません） 

④ 車両番号を入力します。 
⑤ 陸運支局参照ボタンを押す事で「陸運支局・自動車検査登録事務所一覧」が表示され、

陸運支局を参照設定する事ができます。 
⑥ 車両番号追加ボタンを押すと、車両番号を追加します。 
⑦ 車両番号削除ボタンを押すと、整理番号欄（④）で指定されている車両番号を削除し

ます。 

① 

③ 

④ 

⑥ ⑦ ⑧

②車名参照ボタン 

⑤陸運支局参照ボタン
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⑧ 車両内訳書入力を終える場合に押して下さい。車両内訳一覧画面へ戻るボタン押下後、

「車両内訳一覧画面」へ戻ります。（「車名」「型式」を入力していない場合、エラ

ーメッセージが表示され、画面遷移しません） 
 
 

d. 車両内訳入力画面（軸種：その他の場合） 

軸種：その他で連結車の場合、連結した状態で車両番号を入力する必要があります。 
以下は、セミトレーラの場合の画面例です。 
軸種：その他は、連結車の場合は車名・型式ともにトラクタのみを入力します。 
連結車でも単車扱いとしてデータを作成しますので、トラクタ・トレーラの組み合わせ

台分を入力します。 
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e. 車名一覧 
車名を参照設定する画面です。 
画面機能は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 車名の一覧が表示されます。申請車両の車名を指定して下さい。 
② 設定ボタンを押すと、車名一覧（①）で指定された内容が「車両内訳入力」画面に設定

されます。 
③ 閉じるボタンを押すと、車名を参照せずに終了します。 
 

① 

② ③ 
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f. 陸運支局・自動車検査登録事務所一覧 
 
 

 
 
 
 
① 陸運支局・自動車検査登録事務所の一覧が表示されます。申請車両の陸運支局を指定し

て下さい。 
② 設定ボタンを押すと、陸運支局・自動車検査登録事務所一覧（①）で指定された内容が

「車両内訳入力」画面に設定されます。 
③ 閉じるボタンを押すと、陸運支局・自動車検査登録事務所を参照せずに終了します。 
 

① 

③②
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iv. 車両諸元説明書入力 

 
車両諸元説明書入力における入力処理の流れは、以下のようになります。 
（普通申請・包括申請に関らず、以下の画面遷移になります） 

 
 

申請車両情報登録メニュー

ａ．車両諸元説明書情報入力画面(様式03)(軸種指定)
ｅ．車両諸元説明書情報入力画面(様式03)(軸種：その他)

ｃ．車両諸元説明書情報入力画面(様式04)(軸種指定)
ｆ．車両諸元説明書情報入力画面(様式04)(軸種：その他)

ｄ．車両諸元説明書情報入力画面(様式05、06)(軸種指定)
ｇ．車両諸元説明書情報入力画面(様式05、06)(軸種：その他)

ｂ．車両諸元参照画面

車両諸元説明書
入力

申請車両情報登録
メニューへ戻る

次の画面に進む

次の画面に進む

前の画面へ戻る

前の画面へ戻る

申請車両情報登録
メニューへ戻る

車両諸元参照

 
 
 
各画面の機能を以下に示します。 
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a. 車両諸元説明書情報入力画面（様式03）（軸種指定の場合） 

車両の諸元に関する説明書に記載される情報の内、車両寸法、車両重量、積載貨物重量を

入力する画面です。 
画面の各機能の説明を以下に示します。 
 

【単車の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

① 編集中の車両牽引区分（トラクタ／トレーラ）が表示されます。 

（単車の場合は表示されません。セミトレーラ、フルトレーラの場合は「トラクタ」また

は「トレーラ」、ダブルスの場合は「トラクタ」「第一トレーラ」または「第二トレーラ」

が表示されます。） 

② 申請車種、軸種が表示されます。 

③ 軸種の説明図が表示されます。 

④ トラクタ／トレーラ切替ボタンは、編集を行う車両の牽引区分（トラクタ／トレーラ）

を切り替える場合に押して下さい。 

（単車の場合は、ボタンは表示されません。セミトレーラ、フルトレーラの場合はトラク

タ⇒トレーラの順で、ダブルスの場合はトラクタ⇒第一トレーラ⇒第二トレーラの順で表

示が切り替わります） 

⑤ 1ページに表示される型式の件数は10件までです。登録件数が10件を超えた場合、ページ

のリンクが表示され、ページの切り替えを行う事ができます。 

（登録件数が10件未満の場合は、表示されません） 

⑥ 「車両内訳書」情報が先に入力されている場合、「車名」「型式」が表示されます。 

② 

③ 

⑧ ⑨ ⑩ 
⑪ ⑫

⑥ ⑦

①
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⑦ 車両の寸法、重量、乗員人数、積載貨物の重量を入力します。 

※ 車両の寸法は、貨物積載時の寸法を入力して下さい。 

※ 建設機械類の場合、積載貨物重量の入力はできません。 

⑧ 型式追加ボタンを押すと、新規に型式を追加できます。 

⑨ 型式削除ボタンを押すと、整理番号欄で指定されている型式が削除されます。 

⑩ 車名、型式より車両諸元データベースを参照する場合、整理番号欄の型式を指定後、車

両諸元参照ボタンを押して下さい。ボタン押下後「車両諸元参照」画面へ遷移します。 

⑪ 申請車両情報メニューへ戻るボタンを押すと、「申請車両情報登録メニュー」へ戻りま

す。 

⑫ 次の画面に進むボタンを押すと、「車両諸元説明書情報入力（様式04）」画面へ遷移し

ます。 

 

 
※車両諸元データがデータベースに存在しない場合は、車両の情報は参照できません。ま

た、参照できるデータが表示され型式が同じでも数値が同じとは限りません。数値が完

全一致しているかどうかを、必ず確認してください。 
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【セミトレーラ（トラクタ）の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 車両の寸法、重量、乗員人数を入力します。 

※ セミトレーラの場合、トラクタの長さは車両最前部から連結部までとなります。 

※ セミトレーラ、ダブルスの場合、積載貨物重量の入力はできません。 

 
 
⑦以外の画面項目の説明は、【単車の画面例】を参照して下さい。 
 

①

② 

③ 

④ 
⑤

⑧ ⑨ ⑩ 
⑪ ⑫

⑥ ⑦
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【セミトレーラ（トレーラ）の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 車両の寸法、重量、積載貨物の重量を入力します。 

※ セミトレーラの場合、トレーラの長さは連結部から車両最後部となります。 

 
 
⑦以外の項目は、【単車の画面例】を参照して下さい。 
 
 

①

② 

③ 

④ 
⑤

⑧ ⑨ ⑩ 
⑪ ⑫

⑥ ⑦
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b. 車両諸元参照画面 
車名、型式を基に、車両諸元データベースに登録されている車両諸元を参照し、利用する

事ができます。 
「車両諸元説明書情報入力」画面にて、車名、型式が表示されている行が指定された場合、

表示されていた車名、型式で検索を行った結果が初期表示されます。 
 
画面の各機能の説明を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 参照したい車両の「車名」「型式」を入力します。 
（「車両内訳書」情報が先に入力されている場合、当画面表示時、その内容による検索結

果があらかじめ表示されます） 
② 車名参照ボタンを押す事で「車名一覧」が表示されます。 
③ 検索ボタンを押すと、入力した「車名」「型式」で車両諸元データベースを検索できま

す。 
④ 検索の結果が一覧表示されます。 

※ 入力された型式が複数存在する場合、型式ごとに車両寸法と重量が表示されますの

で、該当する型式を指定して下さい。もし該当する型式が一覧に無い場合は、申請車

両に最も近いと思われる諸元を持つ型式を指定し、「車両諸元説明書情報入力」画面

で内容を変更して下さい。 

① ③ 

④ 

⑤ ⑥

②車名参照ボタン 
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⑤ 一覧（④）で指定されている車両諸元を参照設定します。設定ボタン押下後、「車両諸

元説明書情報入力」画面（様式03）に戻ります。 
（車両諸元は、「車両諸元説明書情報入力」画面（様式03～05、06）に反映されます。た

だし、車両寸法（幅、高さ、長さ）は、貨物積載時の値を入力する必要があるため、空白

で表示されます。また、積載貨物重量も空白で表示されます。） 
⑥ 前画面へ戻るボタンを押すと、車両諸元を参照せずに「車両諸元説明書情報入力」画面

（様式03）に戻ります。 
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c. 車両諸元説明書情報入力画面（様式04）（軸種指定の場合） 

車両の諸元に関する説明書に記載される情報の内、軸間距離を入力する画面です。 
 
【単車の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 申請車両の軸種に応じて、軸間距離を入力します。 
② 前の画面へ戻るボタンを押すと、「車両諸元説明書情報入力」画面（様式03）へ戻りま

す。 
③ 次の画面に進むボタンを押すと、「車両諸元説明書情報入力」画面（様式05、06）へ遷

移します。 
 
 
 

①

② ③
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【セミトレーラ（トラクタ）の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面項目の説明は、【単車の画面例】を参照して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①

② ③
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【セミトレーラ（トレーラ）の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面項目の説明は、【単車の画面例】を参照して下さい。 
 
 

①

② ③
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d. 車両諸元説明書情報入力画面（様式05、06）（軸種指定の場合） 

車両の諸元に関する説明書に記載される情報の内、軸重を入力する画面です。 
 
【単車の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 申請車両の軸種に応じて、軸重、輪数、G値を入力します。 

※ 軸重は、空車時の軸重を入力して下さい。積載貨物の軸重配分値はシステム内部で計

算されます。 
※ G値は、コード表を参考に入力して下さい。 

② 前の画面へ戻るボタンを押すと、「車両諸元説明書情報入力」画面（様式04）へ戻りま

す。 
③ 申請車両情報メニューへ戻るボタンを押すと、「申請車両情報登録メニュー」へ遷移し

ます。 
 
 

①

② ③
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【セミトレーラ（トラクタ）の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面項目の説明は、【単車の画面例】を参照して下さい。 
 

①

② ③
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【セミトレーラ（トレーラ）の画面例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面項目の説明は、【単車の画面例】を参照して下さい。 
 

①

② ③
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e. 車両諸元説明書情報入力画面（様式03）（軸種：その他の場合） 

 
軸種：その他の場合、連結した状態で車両諸元を入力する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各車両諸元は、貨物積載時の諸元（連結車の場合、トラクタとトレーラを連結し、貨物

を積載した状態の諸元）を入力して下さい。 
① 車両重量には、連結車の場合はトラクタ、トレーラの重量を加算した値を入力して下さ

い。 
② 次の画面に進むボタンを押します。 
 

※ 軸種：その他の場合、「車両諸元参照」機能は使用できません。 
 

 

①

②
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f. 車両諸元説明書情報入力画面（様式04）（軸種：その他の場合） 

 
軸種：その他の場合、連結した状態で車両諸元を入力する必要があります。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 軸間距離は、図面から計算する等にて入力して下さい。 
② 次の画面に進むボタンを押します。 
 
 

①

②
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g. 車両諸元説明書情報入力画面（様式05、06）（軸種：その他の場合） 

 
軸種：その他の場合、連結した状態で車両諸元を入力する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① A軸軸重には乗員重量を、各軸の軸重には積載貨物重量を分配した値を入力して下さい。

A軸以外は各軸の軸重には積載貨物重量を分配した値を入力して下さい。（積載貨物重量

の配分の仕方はメーカー、道路管理者等へご相談ください。） 
その他軸種の場合、車両の軸の構造が特殊であるため、システムでの軸重配分計算は行

いません。 
② 申請車両情報メニューへ戻るボタンを押します。 
 
 
 
 

① 

②
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v. 合成車両の表示 
申請車両の合成車両としての諸元を確認（表示）したい場合は、申請車両一覧画面にお

いて、合成車両の表示を押すと、以下のような車両諸元に関する説明書画面が表示されま

す。 
複数の軸種を含んでいる場合は、軸種ごとの表として表示されます。 

 
車両の諸元に関する説明書画面 
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3.3.3 型式ごとの車両諸元による車両情報入力（入力手順例） 

I. 軸種追加 
申請・各種情報入力選択画面で車両情報入力ボタンを押した後、申請車両情報登録メニ

ュー画面が以下のような状態で表示されます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最初に申請車両の軸種を指定します。 
軸種追加ボタンを押して、軸種を追加して下さい。 
ボタン押下後、軸種指定画面が表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
任意の軸種を指定後、選択ボタンを押して下さい。 
申請車両情報登録メニュー画面へ戻ります。 

申請車種が表示され

ます 

軸種説明図の表示を押すと選択 
された軸種の図が表示されます 
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II. 車両内訳書情報入力 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軸種追加後、車両内訳書の入力を行います。 
車両内訳書入力ボタンを押して下さい。 
ボタン押下後、「車両内訳一覧」が表示されます。 
 

選択した軸種が追加されている

事を確認して下さい。 
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① 「車両内訳一覧」の初期表示は上記の通り、全ての項目が空白で表示されます。 

初期入力時は、整理番号１について、型式修正ボタンを押して、車名、型式、車両番

号を入力して下さい。 
② 異なる型式を入力する場合は、型式追加ボタンを押して下さい。 
③ 型式削除ボタンは型式を削除する際に使用します。 
④ トラクタとトレーラの画面を切り替えます。 
 
申請車両情報メニューへ戻るで画面を戻ります。 
 

② ① ③ 

④ 
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申請車両の「車名」「型式」を入力して下さい。 
「車名」は...ボタン（参照ボタン）を押す事で、「車名一覧」を参照する事ができま

す。 
 
車両番号を入力して下さい。 
車両番号は、...ボタン（参照ボタン）を押す事で、「陸運支局・自動車検査登録事務

所一覧」を参照する事ができます。 

2台以上の車両番号を入力する場合は、車両番号追加ボタンを押し、同じように車両番

号を入力して下さい。 
 
 
入力が終了したら、車両内訳一覧画面へ戻るボタンを押して下さい。 
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次にトレーラの「車両内訳書」情報を登録します。 
 
トラクタ／トレーラ切替ボタンを押して下さい。 
表示情報が、トレーラに切り替わります。 
 
 

 

登録した「車名」「型

式」が反映されている

事を確認して下さい。

「代表車両」には1台目に

登録した車両の情報が自

動で設定されます。 
変更する場合は、「代表車

両番号設定」欄の任意の型

式の設定ボタンを押して、

変更して下さい。 

2型式以上を登録する場

合は、型式追加ボタンを

押して下さい。 
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① 画面初期表示は、トラクタと同様に整理番号１が空白表示されます。 
初期入力時は、整理番号１について、型式修正ボタンを押して、車名、型式、車両番

号を入力して下さい。 
② 異なる型式を入力する場合は、型式追加ボタンを押して下さい。 
③ 型式削除ボタンは型式を削除する際に使用します。 
④ トラクタとトレーラの画面を切り替えます。 

 
申請車両情報メニューへ戻るで画面を戻ります。 
 
 

タイトルが「トレーラ」に変わ

った事を確認して下さい。 

③ ② ① 

④ 
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「車両内訳書」情報の登録が終わったら、申請車両情報メニューへ戻るボタンを押して

下さい。 
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III. 車両諸元説明書入力 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に「車両諸元説明書」情報を登録します。 
車両諸元説明書入力ボタンを押して下さい。 
ボタン押下後、「車両諸元説明書情報入力」画面が表示されます。 
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車両諸元を参照し、「車両諸元説明書」情報を登録します。 
車両諸元参照ボタンを押して下さい。 

車検証などを基に登録する場合は、車両諸元の参照をする必要はありません。 
 

※車両諸元データがデータベースに存在しない場合は、車両の情報は参照できません。ま

た、参照できるデータが表示され型式が同じでも数値が同じとは限りません。数値が完

全一致しているかどうかを、必ず確認してください。 
 

「車両内訳書」情報が登録済みなの

で、登録した型式分の空白行と「車名」

「型式」が表示されます。 
（「車両内訳書」情報が未登録の場合、

空白行が1行表示されます） 
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「車両諸元説明書入力」画面で、「車名」「型式」が表示されている行を指定した場合、

「車両諸元参照」画面遷移時に検索結果が初期表示されます。 
 
「車名」「型式」が非表示の行を指定、または違う「車名」「型式」で再検索したい場

合は、「車名」「型式」欄に内容を入力し、検索ボタンを押して下さい。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請車両の諸元に該当する、あるいは近い車両情報を指定し、設定ボタンを押して下さ

い。 
設定ボタン押下後、「車両諸元説明書情報入力」画面（様式03）へ戻ります。 
 
 

「車名」「型式」に該当

する車両情報がシステ

ムに登録されている場

合、一覧が初期表示され

ます。 
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車両諸元の内容が自動で表示されます。 
※ ただし、車両寸法は、貨物積載時の値を登録する必要があるので、全て「0」が設定

されます。 
※ また、車種によって入力項目も変わります。 
 
次にトレーラの車両情報を参照設定します。 
トラクタ／トレーラ切替ボタンを押して下さい。 
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 － 3-74 －

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トラクタと同様に、設定対象の整理番号を指定後、車両諸元参照ボタンを押し、車両諸

元を参照設定して下さい。 
 

トラクタと同様に「車両内訳書」情報

が登録済みなので、登録した型式分の

空白行と「車名」「型式」が表示され

ます。

タイトルが「トレー

ラ」に変わった事を

確認して下さい。 
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 － 3-75 －

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トラクタと同様に、車両寸法と積載貨物重量を手入力して下さい。 
 
車両寸法入力後、「車両諸元説明書」（様式04）の入力を行います。 
次の画面に進むボタンを押して下さい。 
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 － 3-76 －

 
トラクタ／トレーラの車両諸元が、申請車両の諸元と違う場合、相違箇所を修正して下

さい。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示内容に問題がなければ、次の画面に進むボタンを押して、「車両諸元説明書情報入

力」画面（様式05、06）へ進んで下さい。 
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 － 3-77 －

 
「車両諸元説明書」（様式04）と同様に内容を確認し、相違箇所を修正して下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示内容に問題がなければ、申請車両情報メニューへ戻るボタンを押して下さい。 
ボタン押下後、「申請車両情報登録メニュー」へ遷移します。 

 
※ 車両諸元の参照を行わない、あるいはシステム上に該当する型式が登録されていない

場合は、様式03～05、06の内容を手入力で登録して下さい。 
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 － 3-78 －

 

IV. 車両情報入力完了 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最小回転半径を入力すれば、車両情報の入力は完了です。 
 
入力した車両諸元の合成値を確認する場合は、合成車両の表示ボタンを押して下さい。 
車両の諸元に関する説明書が表示され、入力内容を確認する事ができます。 
 
 
車両情報の入力を終える場合は、登録ボタンを押して下さい。 
登録ボタン押下後、「申請・各種情報入力選択」画面へ戻ります。 
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 － 3-79 －
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 － 3-80 －
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3.4 経路入力（デジタル地図による経路入力） 
申請支援システムでは、通行経路表・通行経路図を作成するために、デジタル地図を使

った経路入力機能を用意しています。 
ここでは、申請経路入力機能の説明と実際の入力手順についての解説を行います。 
画面の流れは、新規申請時の流れです。 
※ 申請経路の入力は、申請書情報，積載物情報，車両情報の入力を完了した後に行うこ

とができます 
 
経路情報入力のフローを以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請・各種情報入力選択

入力済みの経路が存在

「経路情報入力」を選択 

経路一覧表画面 

存在する 

経路指定条件の設定

「次経路入力」を選択

出発地／目的地の設定

地図画面表示

※以降の操作については、3.4.2申請経路入 
力手順を参照

存在しない
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3.4.1 基本操作機能 
地図の表示に関する基本操作機能は以下のとおりです。ここで示した機能は、申請経路

入力中ならいつでも再指定を行うことが可能です。 
 

地図の基本表示 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ ナビゲーション地図 

この画面は、現在表示されている地図の全体的な位置を把握するためのものです。こ

の画面の赤色の線が交差する位置によって、現在の表示地図の位置を確認していただく

ことが可能です。 
 

Ｂ ナビゲーション地図の拡大・縮小ツールバー 

ナビゲーション地図の拡大、縮小操作を大きく行う場合は、この拡大・縮小ツールバ

ーを利用して下さい。ツールバー上にある“ツマミ”をマウスでクリックし、好みの拡

大・縮小率の位置までドラッグすることで地図がズーム表示されます。表示は2段階（地

図表示部分の一辺の長さ＝200km、 100km）に分かれています。 
 

Ｃ ステータス表示パネル 

地図上で指定できる交差点は便覧収録交差点か便覧未収録交差点かで入力画面が切

り替わります。入力画面、出発地、目的地の入力モードを便覧収録、便覧未収録で表示

します。 
入力画面：現在の入力モードを便覧収録と便覧未収録で表示します。 
出発地 ：この経路の出発地交差点が便覧収録・便覧未収録のどちらで設定してある

かを表示します。 
目的地 ：この経路の目的地交差点が便覧収録・便覧未収録のどちらで設定してある

かを表示します。 
 

E F G H I J K L N※地図操作メニュ

③ 
② 
① 

A 

Ｂ 
C 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

M
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Ｅ 操作用地図の拡大・縮小ツールバー 

地図の拡大、縮小操作を行う場合は、この拡大・縮小ツールバーを利用して下さい。

ツールバー上にある“ツマミ”をマウスでクリックし、好みの拡大・縮小率の位置まで

ドラッグすることで地図がズーム表示されます。表示は９段階（地図表示部分の一辺の

長さ＝200km、 100km、 50km、 20km、 10km、 5km、 2km、 1km、  500m）

に分かれています。 
 

① 凡例表示ボタン 

デジタル地図で表示の可能な道路、記号及びシンボルなどの補助情報の凡例を表示さ

せます。 
 

② 住所検索ボタン 

地方、都道府県、市区町村、地先名をメニューから選択し、その地先のある位置にジ

ャンプして地図を表示する機能です。 
 

③ 広域検索ボタン 

現在の表示地図を中心に、100Kmのスケールで地図を表示し、移動したい場所を指示

することで、10Kmのスケールで対象の地図を表示する機能です。 
 

④ 範囲指定ボタン 

表示された地図から、任意に範囲を指定して拡大表示する事が可能です。範囲指定ボ

タンを押した後、拡大したい範囲をマウスでドラッグします。 
 

⑤ スクロールボタン 

ボタン操作により、表示地図をスクロールさせる事が可能です。スクロール方向は８

方向までが可能です。また、１操作毎にスクロールする大きさは、ボタン中央のプルダ

ウンメニューで選択できます。（スクロールの大きさとは、ボタンを押した際に新しく

表示画面の範囲を意味します。） 
 

⑥ 経路選択／経路登録ボタン 

経路作成中は経路選択が表示されていますが、ボタンの選択は不可能です。経路が登

録できる状態になると、経路登録ボタンが表示されます。ボタンを押して、経路を登録

します。 
 

⑦ 経路確認ボタン 
選択している経路の交差点および路線の情報を表示します。 
 

⑧ 未収録経路ボタン 

既に入力済みの未収録経路がある場合、交差点名称・路線名称の修正ができます。 
 

⑨ 通行条件設定／解除ボタン 

このボタンを押下することにより、経路入力中に算定を行うかどうか、及び算定を行

う場合にC/D条件、個別審査毎に障害内容を確認するかどうかを設定することが可能に

なります。障害情報画面を解除する時は障害条件設定解除ボタンを押します。 
 

⑩ 障害情報表示ボタン 

このボタンを押下することにより、C/D条件や個別審査等の通行条件が設定されたス

パンの詳細な障害情報が表示されます。 
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⑪ 一つ戻すボタン 

このボタンを押下することにより、選択した路線単位で、一操作前の状態に戻します。

なお、経路選択中に戻せる路線情報が存在する時、ボタンが選択可能となります。 
 

⑫ 一覧に戻るボタン 

申請経路一覧画面に戻ります。 
  
 

Ｆ 操作用地図縮尺表示ウィンドウ 

操作用地図の縮尺（表示画面横幅の距離）を表示します。 
 

Ｇ カーソル位置の緯度表示ウィンドウ 

カーソルが地図上にある場合、カーソルのある位置の緯度を表示します。 
 

Ｈ カーソル位置の経度表示ウィンドウ 

カーソルが地図上にある場合、カーソルのある位置の経度を表示します。 
 

I 操作ナビゲーションウィンドウ 

利用者が次に行うべき操作をナビゲートします。（操作にエラーがあった場合も、こ

のウィンドウにエラーの内容を表示します。） 
 

Ｊ カーソル位置の交差点名称表示ウィンドウ 
カーソルが地図上の交差点にある場合、右クリックすることによって交差点名称を表示

します。この表示は、次回違う交差点名を表示するまで、カーソルを移動してもそのまま

残ります。 
 

Ｋ カーソル位置の路線名称表示ウィンドウ 
カーソルが地図上の道路線上にある場合、右クリックする事によって、路線名称を表示

します。この表示は、次回違う路線名称を表示するまで、カーソルを移動してもそのまま

残ります。 
 

Ｌ 通行条件表示ウィンドウ 

現在設定されている通行条件の表示を行います。 
 

Ｍ デジタル地図 

通行経路を指定するマスタウィンドウです。（経路指定は、このウィンドウ上をクリッ

クすることにより、基本的な操作を行います。） 
 

Ｎ 凡例ウィンドウ 

デジタル地図に表示されている重さ指定道路、高さ指定道路、高さ＋重さ指定道路の凡

例が表示されています。 
 

※地図操作メニュー 
地図操作メニューは、最小化を押すと矢印ボタンのみの操作パネルとなり、フリーを押

すと各種ボタン地図画面からフリー状態となります。 
下向き三角ボタン（▼）を押すと画面移動距離を変更することが出来ます。 
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I. 操作モード変更機能 
地図の操作は操作モードを変更する事により、デジタル地図を大きく表示して、操作

パネルを分離させる事が出来ます。ここでは、各モードについて説明します。 
 

i. 標準モード 
操作パネルが画面左側に固定で配置されているモードです。（初期地図画面起動時

は、常に標準モードで表示されます。） 
 

地図の基本表示 
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ii. 操作パネル最小化モード 
最小化ボタンを押すと操作パネルは、操作パネルが下図のようにフリー表示となり、

その他の機能ボタン、索引図が非表示の状態となります。一方デジタル地図画面は、ブ

ラウザの最大表示領域にて配置されます。 
 

地図の基本表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常にデジタル地図画面の前面に表示されます。表示された操作パネルは、マウスでド

ラッグ＆ドロップすることにより、任意の場所へ移動が可能です。 
 

重さ指定道路高さ指定道路 重さ＋高さ指定道路 
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iii. 操作パネルフリー表示モード 
フリーボタンを押すと、基本的な画面レイアウトは操作パネル最小化モードと同一で

すが、地図操作メニューがデジタル地図から独立し、デジタル地図の上に表示されます。 
常にデジタル地図画面の前面に表示されます。表示された操作パネルは、マウスでド

ラッグ＆ドロップすることにより、任意の場所へ移動が可能です。 
 

地図の基本表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 
 

 3-88

iv. 画面モードの切り替えについて 
画面モードの切り替えは、デジタル地図画面左下にある「表示ボタン、最小化ボタン、

フリーボタン」で行います。 
切り替えボタンをマウスでクリックすることで、選択したモードに画面レイアウトが

変更されます。 
各モードへの遷移は、以下の通りです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最小化ボタン
クリック

標準モード 操作パネル最小化モード

操作パネルフリー表示モード

最小化ボタン
クリック

標準ボタン
クリック

フリー表示ボタン
クリック

標準ボタン
クリック

フリー表示ボタン
クリック

特殊車両システム

特殊車両システム特殊車両システム

最小化

フリー

標準　　フリー

標準
 

最小化
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II. 凡例表示の詳細説明 
デジタル地図の凡例を確認する場合は、凡例表示ボタンを押します。 
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3.4.2 申請経路入力手順 
一般的な申請経路の入力操作を説明します。 
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3.4.3 申請経路入力初期設定 

I. 申請経路入力条件設定 
地図画面が表示される前に、｢経路指定条件の設定｣ウィンドウが表示されます。この

画面では、1.C/D条件が発生した場合画面上で確認するかどうか、2.個別審査が発生し

た場合画面上で確認するかどうか、3.往復/片道の申請区分 の３条件についての設定を

行います。これらの設定は次経路入力、経路変更どちらの場合でも変更することが可能

です。ただし、「C/D条件の確認」「個別審査箇所の確認」は、経路入力途中でも変更

が可能ですが、「申請方法の選択」は経路入力途中で変更することは出来ません。申請

経路毎に（この場面で）必ず設定するようにして下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

i. 経路指定条件を設定する 

手順 操作内容 
１ ➀経路の算定をする/しないを選択する。 
２ ➁C/D条件箇所の確認を選択する。（「算定する」を選択した場合） 
３ ➂個別審査箇所の確認を選択する。（「算定する」を選択した場合） 
４ ➃通行区分を選択する。※１度区分を決定後変更する場合は交差点入力画面で行いま

す。 
５ ➄OKを押す。 

出発地・目的地住所入力画面 
 

 
② 

③ 

⑤ 

④ 

① 
ラジオボタンで選択 
デフォルトは、算定しな

い 
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II. 出発地・目的地住所の入力 
最初に、出発地・目的地の住所入力を行います。住所選択ボタンによって地先名まで

を選択入力して下さい。出発地の入力を住所選択ボタンで行うと、OKボタンをクリッ

クした際に、出発地選択時に当該地図が表示されます。 
出発地の交差点と目的地の交差点の「便覧収録交差点」と「便覧未収録交差点」をこ

の画面で決定後、デジタル地図で変更はできません。 
変更したい場合は経路登録後に交差点番号入力画面に切り替えて変更してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 出発地・目的地住所を入力する 

手順 操作内容 
１ ①住所選択を押して住所を選択し入力する。または、直接住所を入力してください。

出発地住所選択画面 
 
 

① 

① 
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III. 住所選択 
出発地・目的地の住所（地方，都道府県，市区町村，地先名五十音行，地先名）を一

覧から選択する方法を説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 
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③ 

④ 
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i. 出発地の住所を検索する。 

手順 操作内容 
１ ①出発地の地方を選択する。 
２ ②出発地の都道府県を選択する。 
３ ③出発地の市区町村を選択する。 
４ ④出発地の地先名五十音行を選択する。 
５ ⑤出発地の地先名を選択する。 

住所テキストデータ入力画面 

ii. 目的地の住所を検索する。 

手順 操作内容 
１ ①目的地の地方を選択する。 
２ ②目的地の都道府県を選択する。 
３ ③目的地の市区町村を選択する。 
４ ④目的地の地先名五十音行を選択する。 
５ ⑤目的地の地先名を選択する。 

住所テキストデータ入力画面 

⑤ 
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IV. 出発地・目的地住所入力（その２） 
住所選択画面を選択することによって、選択した都道府県，市区町村，地先名までが

表示されます。地先名以下の“丁目”，“番地”等を追加入力して下さい。（地先名等

既存で表示されているものが異なる場合は、もう一度住所選択を行うことも可能です

が、テキストで直接変更することも可能です。（この場合、表示地図は変更されません

のでご注意下さい。）入力できる文字数は全角で４０文字までとなります。４０文字を

超えた状態でOKを押すと、警告ウィンドウが表示されますので、４０文字以内となる

よう調整を行い、再度OKを押してください。 
また、出発地交差点の選択は、“出発地から収録道路を通行する”のか“出発地から

未収録道路を通行する”のかを選択することを意味します。（目的地の住所入力につい

ては、出発地と同様の操作となるため省略します。） 
※入力文字は全角文字での入力を推奨します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
警告ウィンドウ 
 
 
 
 
 
 

i. 出発地住所・目的地のテキストデータを入力する。 

手順 操作内容 
１ ①出発地の住所テキストデータを入力する。 
２ ②出発地の交差点における便覧収録交差点／便覧未収録交差点の区分を選択する。 
３ ③（目的地を選択するための）住所選択を押す。 
４ ④目的地の住所テキストデータを入力する。 

５ ⑤目的地の交差点における便覧収録交差点／便覧未収録交差点の区分を選択する。 
６ ⑥OKを押す 

出発地指定画面 
 

 

①

② 

③④

⑤ 
⑥
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V. 出発地指定 

出発地を地図上で便覧収録交差点
．．．．．．．

、便覧未収録交差点
．．．．．．．．

を選択して指定します。 
 

地図の表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

i. 出発地交差点を指定する。 

手順 操作内容 
１ ①出発地の位置を地図上でクリックする。 

出発地確認画面 
 

【交差点の指定方法】 
 
交差点を指定する際は、左図のように当該交差点の中心点を指定

して下さい。 

 
 

円 

中心点 
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VI. 出発地確認 
 
出発地交差点が便覧収録交差点の場合の画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

i. 出発地交差点を確認する。（次に指定する交差点が収録道路の場合） 

手順 操作内容 
１ ①収録を押す。画面は便覧収録交差点の指定画面 

ii. 出発地交差点を確認する。（次に指定する交差点が未収録道路の場合） 

手順 操作内容 
１ ②未収録を押す。画面は便覧未収録交差点の指定画面となり小さい○の交差点が表示

されます。 

iii. 出発地交差点を確認する。（出発地を間違えて入力した場合） 

手順 操作内容 
１ ③キャンセルを押す。 

 

 ①  ②  ③
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出発地便覧収録交差点
．．．．．．．

の時確定した経路は下図のように表示されます。 
便覧収録の画面 

 
 
 
 
 

出発地便覧
．．

未
．
収録交差点
．．．．．

の時確定した経路は下図のように表示されます。 
便覧未収録の画面 
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3.4.4 経路入力 
便覧収録経路の作成の仕方を説明します。 

I. 基本操作 

基本操作1： 
出発交差点を指定すると、当該交差点から選択可能な路線が赤く表示（選択候補路線）

され、出発交差点が  で表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本操作2： 
折進する交差点をクリックして下さい（指定した部分の経路を算定します）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本操作3 
当該交差点までの路線が青色で表示（確定路線）され、選択可能な路線が赤色で表示

されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ あとは、操作2＆3を繰り返して目的地までの経路を指定して下さい。 
 
 
 
 
 

凡例          確定経路（青） 
           候補経路（赤） 
            その他の経路 

出発交差点を

クリックする 

1 2 
3 

5 

4 

確定路線の表示 

出発交差点 
曲がりたい交差点

 
S 

選択候補路線の表示 
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II. 通行経路指定 
出発地の入力が完了すると、通行経路を指定します。候補経路（赤色）となっている

道路上の交差点ならどれを指定してもかまいません。＜同一路線上は交差点毎に指定す

る必要はありません。異なる路線へ進入するとき（曲がる時）のみ、折進する交差点を

指定して下さい。 
 

i. 通行経路を指定する 
経路作成途中の画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経路入力の継続・目的地・未収録・フェリー航路・臨港道路等・折り返しの選択 
 
 

手順 操作内容 
１ ①路線を指定する。 
２ ②便覧収録交差点選択ウィンドウが表示されるので継続をクリックする。 

①

②
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①で選択した交差点から、次に選択できる経路を検索し、選択経路対象線として表示

する為の処理を行います。処理中には以下の画面が表示されます。 
待機画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

処理が完了すると、次に選択できる路線が赤色で表示されます。 
経路確定画面 
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ii. 目的地を指定する 
目的地の指定は、目的地となる交差点をクリックし、便覧収録交差点選択ウィンドウ

の目的地をクリックすることにより目的地を指定することができます。 
 

 
目的地指定の画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
経路登録 

手順  
１ ①目的地交差点を地図上でクリックする。 
２ ②便覧収録交差点選択ウィンドウが表示されるので目的地をクリックする。 

① 

② 
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目的地交差点を確定させる為の処理を行います。処理中には以下の画面が表示されま

す。 
待機画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

処理が完了すると確定路線が青色で表示され、目的地交差点は  で表示されます。 
 

目的地確定画面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 
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III. 算定中 
経路作成途中で、通行条件設定ボタンをクリックし、経路指定条件の設定画面で、経

路の算定を「する」に選択すると、交差点をクリックする毎に「確定している経路の先

端交差点～選択した交差点」間の算定を行います。 
算定処理が行われる際には、「しばらくお待ち下さい」と、算定中画面が表示され、

C条件以上の算定結果の場合は確定経路に青以外の色がつきます。 
 

通行条件設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. システム算定を行う 

手順 操作内容 
１ 通行条件設定ボタンを押します。 
２ 経路指定条件の設定画面で、経路の算定をするに●をつけてOKします。 
３ 便覧収録交差点選択画面で次の処理を選択します。 
４ 算定結果がC条件以上の場合、確認画面が表示されます。 

通行条件発生画面 
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IV.   C/D，個別等通行条件発生 
経路の中に、通行不可と算定された経路が存在する場合、もしくはC/D条件，個別審

査箇所が存在する場合は、以下の「確認」画面が表示されます。 
続けて経路指定を行う場合は「OK」を、処理を戻して違う経路を指定する場合は「キ

ャンセル」を押します。 
 

 
 
 
 
 
 
 

i. C/D条件、個別審査及び通行不可箇所が発生 

手順 操作内容 
１ 確認するOKを選択した場合画面に審査結果が表示されます。（下図赤丸内箇所） 

通行条件結果画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
手順 操作内容 

２ 継続して経路を選定する場合、OKを押す。 
３ 経路を指定し直す場合、キャンセルを押すと、１つ操作を戻します。 
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V.  通行条件確認 
通行条件が発生した場合に画面下の中央部に情報が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
前ページの「確認画面」でOKボタンを押すと、経路上に算定結果が表示されます。

これは、直前に算定を行った経路の中で、通行条件が付された箇所を強調表示したもの

です。（下図赤丸内の箇所） 
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VI.   障害情報確認 
障害情報の詳細を確認になりたい場合は、障害情報表示ボタンをクリックし、障害対

象となる区間の開始交差点及び終了交差点を指定してください。 
（※複数の軸種による包括申請の場合は、軸種毎に算定を行い、最も厳しい条件の障

害をシンボルとして表示します。） 
通行条件確認画面で、｢障害情報の詳細を確認する｣を選択した場合、②以下のような

障害情報の詳細が表示されます。また、複数の軸種での包括申請の場合は、軸種毎の障

害情報を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

i. 障害情報の詳細を確認する 

手順 操作内容 
１ ①障害情報表示を押す。（押した後は障害情報表示解除ボタンに変化します。） 

障害情報確認画面 
注）障害情報表示ボタンを押した場合、画面はそのままでウィンドウが新しく表示されます。 

また、障害情報表示ボタンを押したままでも、通行経路の指定は可能です。 

ii. 障害情報確認画面を消す 

手順 操作内容 
１ ①障害情報表示解除ボタンを押す。 

通行経路指定画面 

② 

① 
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VII.   住所検索 
住所検索機能を使用すると検索した住所に画面がジャンプします。 
住所検索で、希望の住所が存在しなかった場合、スクロール等によって、目的とする

画面にたどり着いて下さい。 
＜日本全国指定できますが、選択したい住所情報が反映されていない場合は、近くの

住所を選択ください。＞ 
 
※画面の操作方法は、出発地／目的地と同じです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 
 
 
 

① 



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 
 

 3-110

VIII. 広域検索 
現在表示している場所を中心にした範囲から、スケール100kmの地図を表示し、指定

した箇所へ表示を移動します。 
移動後表示される地図は、スケール10kmにて表示されます。 

広域表示画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細表示画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 

i. 広域検索を行い離れた地点の地図を表示する 

手順 操作内容 
１ ①広域選択ボタンを押す。 
２ スケール100kmで表示された地図上で、表示したい箇所をマウスでクリックする。 

 

① 
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IX. 範囲指定 
現在表示している場所の中で対角上に矩形選択することにより、任意の領域に移動し

拡大表示します。 
範囲指定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細表示画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 

i. 範囲指定で任意の領域を拡大して表示する 

手順 操作内容 
１ ①範囲指定ボタンを押す。 
２ ②経路確認画面上の表示したい場所を対角上に矩形で選択する。 

① 

② 
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X. 経路確認 
作成中の通行経路を確認し、指定した交差点を中心とした画面を表示します。 

経路選定中画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
経路確認画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 

i. 経路情報を表示し、指定した交差点を中心に、地図を表示する。 

手順 操作内容 
１ ①経路確認ボタンを押す。 
２ ②経路確認画面上の表示したい交差点名をクリックする。 
３ ③画面移動を押す 

経路選定中画面 
 

指定した交差点を中心に画面が表示されます。 

 

② 

③ 

① 
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XI. 経路選択  
交差点を選択後「便覧収録交差点選択」の画面から 継続 目的地 未収録道路  
フェリー航路・臨港道路等 折り返し キャンセル のいずれかを選択して下さい。 
 

経路選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ 
 

 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 
 
 

ボタン名 操作内容 
継続 選択した交差点から、まだ経路を続けて作成する時使用します。 
目的地 選択した交差点から、次の交差点が目的地の時使用します。 

未収録 選択した交差点から、次の交差点が10桁の番号のある未収録の時使用

します。 
フェリー航路・臨港

道路等 
選択した交差点から、次にフェリーに乗るとき及び番号の無い未収録

路線を進む時に使用します。 

折り返し 選択した交差点から、次の交差点で折り返す時に使用します。 
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XII. 経路途中の未収録経路の指定 
 

i. 未収録経路の指定方法 
「便覧収録交差点選択」ウィンドウから未収録を選択すると、デジタル地図が、通常

の便覧収録モードから便覧未収録モードに切り替わり、便覧未収録道路および便覧未収

録交差点が表示されます。 
赤矢印で表示されている便覧未収録交差点をクリックして未収録道路名称を入力する

ことで、未収録経路入力を行います。便覧収録交差点を選択すると、未収録経路入力を

続けるか、便覧収録モードに戻るかを選択する事ができます。 
 

未収録経路入力モードへの切り替え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 
 

便覧未収録交差点の指定１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

① 
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便覧未収録交差点の指定２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

便覧収録交差点を指定した場合の表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 
 
 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ ⑦
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未収録経路入力終了後の画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 
 
 

未収録経路を入力する 

手順 操作内容 
１ ①経路選択で未収録道路に進む未収録を押す。便覧未収録道路と便覧未収録交差点が

表示されます。 
２ ②赤矢印で表示された路線の先の交差点をクリックする。 
３ ③継続を選択する。 
４ ④未収録道路名称を入力する。 
５ ⑤OKを押す 
６ ②～⑤の操作を繰り返す。 
６ ⑦地図上で便覧収録交差点を選択した場合、次の交差点の種類を選択できる「便覧収

録交差点選択」ウィンドウが表示されます。 
 （各ボタンの説明は、3-98を参照ください。） 

通行経路指定画面 
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ii. 既に入力済みの未収録経路の交差点名称・路線名称の編集方法 
 デジタル地図画面の操作パネルより、未収録経路ボタンを押すと、「未収録経路処

理選択」画面が表示されます。既に未収録道路が入力されていた場合に既存経路編集を

選択する事が出来ます。 
既存経路編集ボタンを押すと、「修正未収録経路選択」画面が表示されるので、交差

点名称・路線名称を修正する未収録道路をクリックし名称の編集を行います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 
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既に入力済みの未収録経路の交差点名称・路線名称を編集する 

手順 操作内容 
１ ①既存経路編集を押す。 
２ ②,③名称を修正する経路を選択して修正を押す。 
３ ④,⑤修正する交差点名称・路線名称をクリックし修正を行う。路線名称は正式路線名

称を入力してください。 
４ ②，③の繰り返し 
５ ⑥OKを押す 
キャンセル、閉じる ボタンを押した場合は、デジタル地図画面にもどります。 

未収録道路指定画面 
 
 



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 
 

 3-119

XIII. フェリー航路・臨港道路等の指定方法 
経路選択で、フェリー航路・臨港道路等 を選択した場合、デジタル地図が、便覧未

収録モードとなり、便覧未収録道路が表示されます。 
なお、フェリー航路・臨港道路等を通行経路として指定した場合、当該箇所は個別審

査となりますのでご注意下さい。 
以下の３パタンについて説明します。 

i. 接続先が便覧未収録交差点の場合  
ii. 接続先が便覧収録交差点で その次の選択経路が便覧収録交差点の場合 
iii.接続先が便覧収録交差点で その次の選択経路が便覧未収録交差点の場合 
 

i. 接続先が便覧未収録交差点の場合 
フェリー航路・臨港道路等から便覧未収録交差点へ接続する経路手順を説明します。 

入力モードの切り替え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① フェリー航路・臨港道路等を選択し、接続先交差点まで画面を移動します。 
② 接続先をクリックすると、以下の「フェリー航路・臨港道路等の指定」ウィンド

ウが表示されます。 
未収録開始から接続先までの経路を入力する画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ １行目の交差点名称はシステムで自動入力されます。（通行する交差点数分を２

① 

④ 

⑤ 

③ 

②



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 
 

 3-120

行目からは通行する便覧未収録交差点名称を入力します。） 
④ １行目の路線名称にはデジタル地図に表示されていない未収録経路の正式名称を

入力します。 
③から④を繰り返し（最大１０行）ます。 

⑤ OKボタンを押します。 
⑥ 次に接続する交差点「便覧未収録交差点」の継続先が赤矢印で表示され選択可能

となります。 
接続先が未収録交差点→未収録交差点の画面 

え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 
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ii. 接続先が便覧収録交差点で その次の選択経路が便覧収録交差点の場合 
フェリー航路・臨港道路等から便覧収録交差点へ接続する経路手順を説明します。 

手順①から⑤は 「i.接続先が便覧未収録交差点の場合」と同じですが、②で選択する交

差点は便覧収録交差点を選択します。 
⑦ 収録を押す。収録をおすと、次選択可能経路が赤で表示されます。 

 
接続先が収録交差点→収録交差点の画面 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

iii. 接続先が便覧収録交差点でその次の選択経路が便覧未収録交差点の場合 
フェリー航路・臨港道路等から便覧収録交差点へ接続する経路手順を説明します。 

手順①から⑤は 「i.接続先が便覧未収録交差点の場合」と同じですが、②で選択する交

差点は便覧収録交差点を選択します。 
⑧ 未収録を押す。収録をおすと、次選択可能経路が赤で表示されます。 

 
接続先が収録交差点→未収録交差点の指定画面 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 通行経路指定画面 

⑦ 

⑧ 
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XIV. 経路登録 
目的地までの登録が終わった時には、経路登録ボタンを押し、経路を登録します。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 
 

未収録経路のテキスト入力、フェリー航路・臨港道路等が経路中に含まれていると、

経路登録時に確認ダイアログが表示されます。そのまま経路登録を行う場合は、OKボ

タンを押してください。経路の修正を行う場合はキャンセルボタンを押し修正を行って

ください。 
 
 
 
 
 
 
 

i.  通行経路を確認する。 

手順 操作内容 
１ ①経路確認を押す。 
２ 経路確認ウィンドウが表示されるので経路の確認を行ってください。 

経路確認ウィンドウ 

ii. 通行経路を登録する。 

手順 操作内容 
１ ②経路登録を押す。 

経路一覧画面 
 

① 
➁ 

出発交差点
目的地交差点 
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3.4.5 経路修正 

I. １操作戻し 
１つ戻すボタンがクリックされると、以下の画面が表示されます。（経路選択中なら

いつでも
．．．．

この操作に入れます。）本操作を行うと、１操作前の状態に戻りますので、続

けて通常の通行経路指定を行って下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※システム更新等により、一部画面表示が古い場合があります。 

i. １操作前の状態に戻る。（次に指定する交差点が収録道路の場合） 

手順 操作内容 
１ ①１つ戻すを押す。 
２ 確認ウィンドウが表示されるので②収録を押す。 

通行経路指定画面 

ii. １操作前の状態に戻る。（次に指定する交差点が未収録道路の場合） 

手順 操作内容 
１ ①１つ戻すを押す。 
２ 確認ウィンドウが表示されるので②未収録を押す。 

通行経路指定画面 

iii. １つ戻すを取り消す。 

手順 操作内容 
１ ①１つ戻すを押す。 

２ 確認ウィンドウが表示されるので②キャンセルを押す。 
通行経路指定画面 

② 

① 
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II.   通行経路修正（連続した経路） 
通行経路指定中、もしくは通行経路指定直後に誤って経路を指定していることが判明

した場合、経路登録ボタンで一度経路の登録を行ってから一覧に戻るボタンをクリック

し、経路一覧確認画面へ入った後、経路変更を行って下さい。 
（※この章に使用しているデジタル地図見本画面は、システム更新等により一部表示が古い場合があります。） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 既存の経路を修正する 

手順 操作内容 
１ ①変更する経路を選択する。 
２ ②経路変更を押す。 

 
既存経路変更画面 

 

① 

② 
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上記操作を行いますと、以下の画面が表示され、指定中の経路の変更操作を行う事が

できます。 
既存経路変更画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

修正開始交差点指定 
 
 
 
 

修正接続交差点指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 
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接続先交差点指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

便覧収録交差点選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➄ 

③ 

④ 
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修正経路選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修正経路指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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修正経路確定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ii. 通行経路を変更する。 

手順 操作内容 
１ ①変更する始点の交差点を地図上でクリックする。 
２ ②二点間修正開始交差点を押す。 
３ ③変更する終点の交差点を地図上でクリックする。 
４ ④OKを押す。 
５ ⑤収録を押す。（用途に応じて収録・未収録を使い分けてください。） 
６ ⑥経路を地図上でクリックする。（通常の経路指定と同様です。変更する終点の交差

点まで行って下さい。） 
７ ⑦変更する終点の交差点へ接続する。（終点の交差点を地図上でクリックする） 
８ ⑧OKを押す。 
９ ⑨経路登録を押す。 

経路一覧確認画面 
注１）経路変更の精査が終了した後は、経路一覧確認画面へ戻ります。そのほかにも、経路

を変更したい場合は、経路一覧確認画面上で再度経路変更ボタンを押して下さい。 
注２）目的地側から出発地側に向かって経路の変更を行うと、警告メッセージが表示され経

路変更処理はキャンセルされ、変更する交差点を指定する前の状態に戻ります。 
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III.   通行経路修正（不連続経路） 
過去のデータをFD読み込みした場合や、参照入力で過去のデータを参照し、申請デー

タを作成する場合は、道路情報便覧の更新により経路に不連続が発生する場合がありま

す。 
経路一覧確認画面へ入ったのち、経路変更を押した後、不連続経路データの場合は、

以下の画面が出力されますので、メッセージに従って不連続箇所の修正を実施してくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 

i. 不連続箇所修正を行う。 

手順 操作内容 
１ ①不連続箇所修正を押す。 

不連続修正画面 

ii.  不連続箇所修正を行わない（経路一覧に戻り経路データを削除する場合） 

手順 操作内容 
１ ②経路一覧に戻るを押す。 

経路一覧画面 
 

経路不連続情報確認画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ① 

① 

② 
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不連続修正開始交差点指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

接続交差点指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 
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接続交差点種別指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不連続修正開始交差点及び接続交差点を指定すると、不連続修正開始交差点を中心に

デジタル地図を再描画し、候補経路を赤字で表示しますので、通常の経路入力と同様に

接続交差点までの経路を指定してください。 
 

既存路線接続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 

⑧ 

⑦ 
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経路変更登録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

iii. 不連続経路を修正する。 

手順 操作内容 
１ ①修正する不連続経路を選択する。 

２ ②OKを押す。 

３ ③修正を開始する交差点を地図上でクリックする。 
４ ④修正開始を押す。 
５ ⑤接続する交差点を地図上でクリックする。 
６ ⑥OKを押す。 
７ ⑦修正開始交差点からの経路の種類を選択し、該当するボタンを押す。 
８ 経路を地図上でクリックする。（通常の経路指定と同様です。指定した接続交差点ま

で行って下さい。） 
９ ⑧指定した接続交差点へ接続する。（接続交差点を地図上でクリックする） 
10 ⑨OKを押す。 
11 不連続箇所分１～９を繰り返す。 
12 ⑩経路登録を押す。 

経路一覧確認画面 

⑩ 
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iv. 不連続経路修正時の経路確認 
不連続経路を修正する際に、補助画面として経路確認画面を利用することをお勧めし

ます。修正する経路が広域な場合、経路確認画面より画面移動を実施することにより、

修正操作をスムーズに行う事ができます。経路確認画面は不連続箇所が発生した場合、

当該箇所を赤字にて強調表示し、修正を開始すると「修正中」の表示となります。 
経路一覧確認画面 
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3.4.6 画面PDF作成 
この機能は、現在取り外されています。 

 
 
 
 
 



 
申請支援システム                  3.申請書データ作成（申請書入力） 
 

 3-135

3.4.7 経路一覧 

デジタル地図画面にて、一覧に戻るボタンを押すと、以下のような画面が表示されます。

それまでの操作で、通行経路が登録されている場合、一覧表に経路番号，出発地，目的地が

記載されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 次の経路を入力する。 

手順 操作内容 
１ ①次経路入力を押す。 

申請経路入力条件設定画面 

ii. 登録されている経路をコピーして入力する。 

手順 操作内容 
１ （コピーしたい経路の欄の）⑨選択区分チェックボタンをonにする。 
２ ②経路コピーを押す。 

経路一覧画面 

iii. 登録されている経路の出発地・目的地の住所を修正する。 

手順 操作内容 
１ （修正する経路の欄の）⑨選択区分チェックボタンをonにする。 
２ ③住所修正を押す。 

出発地住所・目的地住所変更画面 

① ➁ ➂ ➃ ➄ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ 
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iv. 登録済みの経路を修正する。 
未収録経路のテキスト入力、フェリー航路・臨港道路等が含まれている経路の場合、

以下のウィンドウが表示されます。必要に応じ経路の修正を行い、再度経路登録を再

度行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手順 操作内容 
１ （修正する経路の欄の）⑨選択区分チェックボタンをonにする。 
２ ④経路変更を押す。 

通行経路修正画面 

v. 登録済みの経路を削除する。 

手順 操作内容 
１ （削除する経路の欄の）⑨選択区分チェックボタンをonにする。 
２ ⑤経路削除を押す。 

経路一覧確認画面 

vi. 経路図を印刷する。 

手順 操作内容 
１ ⑥経路図作成予約を押す。 

経路図作成予約 

vii. 部分的な経路図を印刷する。 

手順 操作内容 
１ ⑦経路図部分作成予約を押す。 

経路図部分作成予約 

viii. 経路を登録し、申請・各種情報入力選択画面に戻る。 

手順 操作内容 
１ ⑧登録を押す。 

申請・各種情報入力選択画面 
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3.4.8 経路図作成予約 

I. 経路図の種類 
作成することができる経路図は、許可番号付全経路図と許可番号なし経路図があり、

用途及び作成方法は以下の通りです。 

i. 許可番号なし経路図の作成 
許可番号なし経路図の作成は、FD申請する際に、道路管理事務所に提出するために

作成します。（オンライン申請の場合は必要ありません） 
許可番号なし経路図を作成する手法は以下の通りです。 
 
○ 経路一覧からの予約 

デジタル地図に●をつけ、経路情報入力ボタンをクリックし、 
「経路一覧」画面内の経路図作成予約ボタンをクリックする。 
 

○ 申請書類等作成予約からの予約 
「申請書作成状況一覧」画面内の経路図作成予約ボタンをクリックする。 
但し、申請データを交差点番号入力で作成した場合、この画面では経路図作成予

約ボタンは表示されません。 
 

ii. 許可番号付経路図の作成 
許可番号付経路図の作成は、オンライン申請時に道路管理者によって許可され、送

られてきた許可済み申請データによって作成できます。（FD申請時には作成できませ

ん）許可番号付き経路図は、申請者が電子許可情報から作成する車両携行用の経路図

として印刷されます。許可番号付経路図を作成する手法は以下の通りです。 
 
○ 許可済み全経路図作成予約 

「FD読み込み」画面にて、許可済み申請データを選択し、「選択」をクリック後、

許可済み全経路図作成予約画面にて全経路図作成予約ボタンをクリックする。 
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II. 許可番号なし経路図の作成方法 
許可番号なしの経路図の種類は２種類（全経路図と部分作成）です。 
ここでは全経路図作成予約を説明し、経路図部分作成に関しては後述します。 

i. 申請書作成予約受付情報→経路図作成予約→経路図作成状況一覧で予約する場合 
以下の操作で予約する場合、作成される経路図は全経路図です。申請データ内の全て

の経路図が予約されます。１経路単位での予約はできません。 
 

手順 操作内容 
１ 申請書作成予約登録受付情報画面にて、①経路図作成予約ボタンを押す。 

デジタル地図入力で作成していないデータは経路図作成予約が表示されません。 
この場合は、デジタル地図に●をつけ、経路情報入力を押し、経路一覧の画面にて、

経路図作成予約ボタンを押してください。 
２ 経路図作成予約受付画面にて、作成予約を受付けた事を確認し 

申請支援システムメニューに戻るボタンを押す。 
３ 経路図作成予約受付情報画面にて、作成予約をキャンセルする場合は、 

予約キャンセルを押して、作成状況を確認する。 
４ 申請支援システムメニュー画面にて④経路図作成状況一覧を押して、作成状況を確認

する。 
経路図作成状況一覧画面 

 
 

ii. 経路一覧→経路図作成予約→経路図作成状況一覧で予約する場合。 
以下の操作で予約する場合、作成される経路図は全経路図です。申請データ内の全て

の経路図が予約されます。１経路単位での予約はできません。 
手順 操作内容 

１ デジタル地図に●をつけ、経路情報入力ボタンを押す。 
経路一覧画面にて、経路図作成予約ボタンを押す。 
※交差点入力の経路一覧画面では経路図作成予約ボタンはありません。 

２ 経路図作成予約受付画面にて、作成予約を受付けた事を確認し経路一覧へ戻るを押

す。 
３ 経路図作成予約受付情報画面にて、作成予約をキャンセルする場合は、 

予約キャンセルを押して、作成状況を確認する。 
４ 経路一覧画面にて登録ボタンを押して一時保存ファイル・作成処理画面に遷移する。

５ 一時保存ファイル・作成処理画面にて入力を終了するボタンを押し、申請支援システ

ムメニュー画面に遷移する。 
６ 申請支援システムメニュー画面にて経路図作成状況一覧ボタンを押して、作成状況を

確認する。 
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iii. 経路図作成予約した経路図を確認する方法 
経路図作成予約で予約した経路図は、ログイン後に最初に表示される「システム画面」

の経路図作成状況一覧から確認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手順 操作内容 

１ 経路図作成状況一覧ボタンを押す。 
２ 経路図作成状況一覧画面が開く 

３ キャンセル ボタンが表示されている時は予約をキャンセルできます。 
４ ダウンロード ボタンが表示されている時は経路図の作成が完了しています。 
５ ダウンロード ボタンを押し、経路図を保存や印刷が可能です。経路図の表示・印刷

には、アドビリーダーが必要です。 
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III. 許可番号付き経路図の作成方法 

i. 経路図作成予約と全体の流れ 
許可番号経路図は、オンラインで申請データ送信を行い、許可証が道路管理者から

発行されると、オンラインで受け取った圧縮された許可証ファイル（.lzh）内に、到達

番号付きのbinデータとして保存されています。 
許可証ファイルを解凍後、オンライン申請支援システムにて、該当のbinデータをFD

読み込み後、画面の案内に従い予約します。 
 

申請支援システムメニュー画面 
 

申請者選択画面 
 

FD読み込み 
 

許可済み経路図作成予約画面 
 

申請支援システムメニュー画面 
 

経路図作成状況一覧 
 

ダウンロード 

ii. 経路図作成予約した経路図を確認する方法 
予約した許可番号経路図は、前ページの確認方法を参照ください。 
 

iii. FD読み込み→経路図作成予約→経路図作成状況一覧 
経路図作成予約した経路図の具体的な操作方法を説明します。 

手順 操作内容 
１ 申請支援システムメニュー画面にて、申請書作成ボタンを押す。 
２ 申請者選択画面にて、申請者を選択し、選択ボタンを押す。 
３ FD読み込み画面にて、作成対象の許可済み申請データを指定し、登録ボタンを押す。

４ 許可済み経路図作成予約画面にて、経路図作成予約ボタンを押す。 
５ 経路図作成予約受付情報画面にて、予約内容を確認後、 

申請支援システムメニューに戻るを押す。 

６ 経路図作成予約受付情報画面にて、作成予約をキャンセルする場合は、 
予約キャンセルを押して、作成状況を確認する。 

７ 申請支援システムメニュー画面にて経路図作成状況一覧ボタンを押す。 
８ 作成完了となり、ダウンロードボタンが表示されていれば作成完了。 

経路図作成状況一覧 
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3.4.9 経路図部分作成予約 
経路図部分作成予約は全経路図作成予約にて作成した全経路図を部分的に作成する機能で

す。表示されている地図の中心点から任意の四方を含む作成が可能です。 
 

I. 経路図部分印刷・画面遷移図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経路一覧

経路図部分作成画面

住所検索にて中心地点に移動

１.経路図部分作成予約

2.住所検索

ページ設定にて作成設定

作成予約を行う

3.ページ設定

4.作成予約

5.一覧に戻る
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II. 経路図部分印刷の起動 
まずは、経路一覧画面より部分作成する中心点を選択するために地図画面を起動しま

す。 
経路一覧画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路図部分作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 経路図部分作成用地図画面を起動する 

手順 操作内容 
１ 経路一覧画面にて、①経路図部分作成予約ボタンを押す。 

① 
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III. 住所検索 
部分作成したい中心点を選択するために、住所検索を利用できます。住所検索を押し、

おおよその位置に地図を移動させます。（画面の操作方法は、出発地／目的地と同じで

す） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 住所検索を行う 

手順 操作内容 
１ 経路部分作成用地図画面にて、①住所検索ボタンを押す。 
２ ②住所検索画面にて地方・都道府県・市区町村・地先名を選択し、③OKボタンを押

す。 
 
 
 

① 

② 

③ 
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IV. ページ設定 
ページ設定は、作成する用紙サイズ・用紙方向・縮尺・作成範囲の設置を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 用紙サイズ 

用紙サイズはA4,A3いずれかを選択できます。 
② 作成方向 

縦、横いずれかを選択できます。 
③ 縮尺 

1/25000, 1/50000, 1/300000のいずれかを選択できます。 
④ 作成枚数の設定 

作成枚数の設定は、1枚または9枚が選択可能で、1枚の場合には、選択した用紙サ

イズ、作成方向、縮尺に基づき、表示している地図の中地点を用紙の中心地点と

して1枚経路図を作成します。 
 
【例：A4、縦、1/300000、1枚の場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A4縦用紙領域

地図表示
中心地点

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
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また9枚の場合には、表示されている地図の中心点を9分割の中心となる用紙の中心と

して。東西南北に9枚作成します。 
 
【例：A4、縦、1/300000、９枚の場合】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用紙サイズ、用紙方向・縮尺・枚数毎の経路図作成範囲は次の通りです。 
 

A4縦用紙領域

地図表示
中心地点

A4縦用紙領域A4縦用紙領域

A4縦用紙領域 A4縦用紙領域 A4縦用紙領域

A4縦用紙領域 A4縦用紙領域 A4縦用紙領域
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【A4サイズの作図範囲】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【A3サイズの作図範囲】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 上図の作図範囲は、下記のルールにて表示しています。 
 
 1/25,000 ：0.5km未満切り捨て 
 1/50,000 ：１km未満切り捨て  
 1/300,000 ：１km未満切り捨て 
 

従って、実際の作成範囲は、表の数値より若干広範囲となります。 
 
※2 作成されたPDFファイルは、ページ下部にスケールバー等の情報が記述される

ため、ページ下部の余白が大きくなります。従って、用紙方向(縦または横)に
より1ページ毎の地図表示領域は異なっており、作図範囲も差異があります。 

 
 
 

縮尺

用紙

枚数 用紙方向

東西方向 3km 6km 39km
南北方向 4.5km 9km 54km
東西方向 4.5km 9km 57km
南北方向 3km 6km 36km
東西方向 9.5km 19km 117km
南北方向 13.5km 27km 162km
東西方向 14km 28km 171km
南北方向 9km 18km 108km

9枚
縦

横

1/25,000 1/50,000 1/300,000

1枚
縦

横

縮尺

用紙

枚数 用紙方向

東西方向 2km 4km 26km
南北方向 3km 6km 36km
東西方向 3km 6km 39km
南北方向 1.5km 3km 22km
東西方向 6.5km 13km 78km
南北方向 9km 18km 108km
東西方向 9.5km 19km 117km
南北方向 5.5km 11km 66km

1/50,000 1/300,000

1枚
縦

横

9枚
縦

横

1/25,000
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i. ページ設定を行う 

手順 操作内容 
１ ページ設定画面にて、①用紙サイズを選択する。 
２ ページ設定画面にて、②用紙作成方向を選択する。 
３ ページ設定画面にて、③縮尺を選択する。 
４ ページ設定画面にて、④枚数を選択する。 
５ ページ設定画面にて、設定を確認後、⑤OKボタンを押す。 

 

V. 予約の実行 
作成する中心地点及びページ設定が完了したら、作成予約を行います。作成予約ボタ

ンを押すと経路図の部分作成予約が完了し、経路一覧画面に戻ります。 
 

i. 作成予約を行う 

手順 操作内容 
１ 作成予約を押し、作成を予約する。 
２ 一覧に戻るボタンを押す。 

経路一覧 
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3.5 経路入力（交差点番号指定による経路入力） 
申請支援システムでは、デジタル地図を使った経路入力機能の他に、従来の入力方法を踏

襲した形で交差点番号指定による経路入力機能を用意しています。 
※申請経路の入力は、申請書情報、積載物情報、車両情報の入力を完了した後に行うこと

ができます。 
ここでは、申請経路入力機能の説明と、実際の入力手順についての説明を行います。 

 

3.5.1 経路入力（交差点番号指定による経路入力）のフロー 
以下に経路入力（交差点番号指定による経路入力）のフローを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請・各種情報入力

入力済み経路が存在

「経路情報入力」を選択

 

 
フローに従い各画面操作の説明を行います。 

 

登録

交差点番号入力画面

存在しない

存在する 

交差点路線一覧画面

経路チェック

経路一覧表画面

経路登録次経路入力 経路変更 

経路削除経路コピー

50/250切替 

交差点番号読込 

交差点番号読み込み画面
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3.5.2 交差点番号入力 
経路入力では交差点番号を入力することにより、申請経路を登録します。 
 

交差点番号入力画面 
 

③ 

② 

④ 

① 

⑤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※未収録経路の交差点名称、路線名称については個別審査を行なうときに必要となります

ので、正しい名称を入力してください。 
 

① 出発地住所 
出発地の住所を入力します。都道府県，市町村，地先名まで入力して下さい。 
出発地住所入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。 
入力文字が４０文字を超えた場合、経路登録ボタンを押すと警告メッセージが表示され

ます。 
 
 
 
 
 

② 出発地から先頭特車交差点までの路線 
出発地が特車交差点（または特車スパン）以外（＝未収録道路）の場合、 
出発地から先頭特車交差点までの路線ボタンを押してください。 
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③ 目的地住所 

目的地の住所を入力します。都道府県，市町村，地先名まで入力して下さい。 
目的地住所入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。 
入力文字が４０文字を超えた場合、経路登録ボタンを押すと警告メッセージが表示され

ます。 
 
 

 
 
 

 
④ 最終特車交差点から目的地までの路線 

目的地が特車交差点（または特車スパン）以外（＝未収録道路）の場合、 
最終特車交差点から目的地までの路線ボタンを押してください。 

⑤ 申請する経路が、片道申請か往復申請かを選択します。 
 

 －3-150 －
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I. 出発地・目的地の入力 
上記に示したように、申請する経路の出発地と目的地を入力します。 

i. 出発地から先頭特車交差点までの路線入力 
出発地から先頭特車交差点までの未収録経路の入力は、以下の手順で行います。 
 

出発地から特車交差点の指定画面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※未収録経路の交差点名称、路線名称については個別審査を行なうときに必要となります

ので、正しい名称を入力してください。 
 

①出発地から特車交差点までの交差点を順番に入力します。 
交差点名称入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。 
入力文字が４０文字を超えた場合、登録ボタンを押すと警告メッセージが表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 

②出発地から特車交差点までの路線を順番に入力します。 
路線名称入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。 
入力文字が４０文字を超えた場合、登録ボタンを押すと警告メッセージが表示されま

す。 
 
 
 

② ①
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ii. 最終特車交差点から目的地までの路線入力 
最終特車交差点から目的地までの未収録経路の入力は、以下の手順で行います。 
 

目的地から特車交差点の指定画面
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※未収録経路の交差点名称、路線名称については個別審査を行なうときに必要となります

ので、正しい名称を入力してください。 
 

①特車交差点から目的地までの交差点を順番に入力します。 
№１（目的地）の欄は何も入れません。登録後自動で最終特車交差点が入力されます。 
交差点名称入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。入力文字が４０文字を超えた

場合、登録ボタンを押すと警告メッセージが表示されます。 
 

 
 
 
 
 

②特車交差点から目的地までの路線を順番に入力します。 
路線名称入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。 
入力文字が４０文字を超えた場合、登録ボタンを押すと警告メッセージが表示されま

す。 
 

② 

①
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II. 経路の入力 

i. 交差点番号の入力 
交差点番号による経路入力は、以下の手順で行います。 
 

交差点番号入力画面（抜粋） 
 
 
 

 
 
 
 ① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
⑥ ④ ② ③ ⑦⑤

① 交差点番号入力欄 
交差点番号を１から順に入力します。 

② 交差点追加 
交差点番号を１から順に入力している時、既に入力した交差点番号と交差点番号の間に

新たに交差点番号を追加したい場合に選択します。 
③ 交差点削除 

交差点番号を１から順に入力している時、既に入力した交差点番号を削除したい場合に

選択します。 
④ 経路チェック 

入力した経路（交差点番号）が、連続であるか（つながっているか）及び収録道路であ

るかを一覧表として表示します。 
⑤ 経路登録 

入力した経路を登録します。 
⑥50/250切替 

交差点の数を切り替えます。50交差点と250交差点の切替えが可能です。 
⑦ 交差点番号読込 

道路情報便覧付図表示シテムではき出したデータを読み込みできます。 
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ii. 交差点の追加 
交差点番号の入力途中において、既に登録している交差点番号と交差点番号の間に、新た

に交差点番号を追加したい場合、追加したい交差点番号入力欄にカーソルを合わせて、交差

点追加ボタンを押すと、それ以降の交差点番号が一つずつ後ろにずれ、当該交差点番号入力

欄が空白となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３にカーソルを合わせ、交差点追加を押す。

４の欄が空欄とな３の欄が空欄となり、それ以降がずれる。 

iii. 交差点の削除 
交差点番号の入力途中において、既に登録している交差点番号を削除したい場合、削除し

たい交差点番号入力欄にカーソルを合わせて、交差点削除ボタンを押すと、当該交差点番号

が削除され、それ以降の交差点番号が一つずつ前にずれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３にカーソルを合わせ、交差点削除を押す。

 

 

 

 
３の交差点が削除され、それ以降が前にずれる。
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iv. 未収録路線の入力 
収録路線から未収録路線に入る直前の交差点番号の次に、“999999”を入力します。 
その次の交差点には、未収録路線から収録路線に入る直後の交差点番号を入力して下さい。

（※先頭（最後）及び先頭（最後）から2番目の交差点に、便覧未収録の"9"及び"999999"は
入力できません。） 

 
 
 
 
 

 
 
下記の図のような経路を申請する場合は、上記の表のように交差点番号“5339560201”

を入力して、次の交差点番号入力欄に“999999”を入力します。 
その次の交差点番号入力欄には、交差点番号“533956F059”を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交差点番号入力欄に”999999”を入力した場合には、必ず経路チェックボタンを押して、未

収録の路線、交差点名を入力してください。この入力を行なわないと、未収録路線の登録は

できません。 
未収録路線の路線名の入力については、次頁のⅢ.経路をチェックするを参照して下さい。 

 

未収録路線部分に999999を入力す

未収録路線

収録路線

交差点番号　

交差点番号　

551204

413303533956F059 

5339560201 
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III. 経路をチェックする 
交差点番号入力画面において、経路チェックを押すと、以下のように交差点路線一覧表画

面が表示されます。 
交差点路線一覧画面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

①

 
また、前述のように、交差点番号入力画面において未収録路線部分の入力（＝交差点番号

“999999”の入力）が行われた場合は、入力を行う未収録路線部の右側にある①チェックボ

ックスにチェックを付け、②未収録入力ボタンを押してください。未収録入力画面が表示さ

れます。未収録リンクの路線名称は本画面で入力します。 
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未収録路線の指定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ② 

③ 

① №１の交差点名称はシステムが入力しますので、何も入力する必要はありません。 
№２以後の交差点名称の欄に未収録交差点名称または未収録交差点、999999等を入力し

ます。 
この画面では自身で入力する交差点番号は１つ以上、必ず必要です。（№２まで必ず入

力します。） 
 

② №１の路線名称から入力します。路線名称は正式路線名称を入力します。 
続いて№２の路線名称欄に正式路線名称を入力します。 
 

※この画面の各入力欄の入力可能文字数は全角４０文字です。 
入力文字が４０文字を超えた場合、登録ボタンを押すと警告メッセージが表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 

③ 入力が終わりましたら、登録ボタンを押してください。 
 
※この画面では最低２行以上経路名称を入力する必要があります。 
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IV. 経路を登録する 
交差点番号入力画面において、経路登録を押すと、以下のように経路一覧画面が表示され

ます。 
経路一覧画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

⑧

⑦

 
①次経路入力 

更に次の経路を入力します。 
②経路コピー 
経路一覧に表示されている経路（既に入力した経路）をコピーします。 
コピーしたい経路の①選択区分をチェックします。（複数選択不可） 

③経路変更 
経路一覧に表示されている経路（既に入力した経路）を変更します。 
変更したい経路の①選択区分をチェックします。（複数選択不可） 

④経路削除 
経路一覧に表示されている経路（既に入力した経路）を削除します。 
削除したい経路の①選択区分をチェックします。（複数選択可能） 

⑤通行可否確認 
登録された経路の通行可否情報（通行条件審査情報一覧）を出力します。 

⑥通行条件審査 
登録された経路の通行可否情報（簡易算定結果一覧）を表示します。 

⑦登録 
経路一覧に表示されている経路を確定登録します。 

⑧選択区分 
経路コピー、経路変更及び経路削除を行うときに、チェックします。 
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また、申請書入力画面において入力された申請経路数と実際に経路入力した経路数（経路

一覧に表示されている）が異なる場合、以下のようなダイアログが表示されます。確認した

上で、登録または変更を行って下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

V. 交差点の数を切替える 
交差点番号入力画面において、50/250切替を押すと交差点の数が50←→250で替わります。

但し、250→50へ切替える場合、250交差点の画面に入力されている交差点の数が50を超え

ていると以下の警告メッセージが表示されます。 
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VI. 交差点番号読込 
交差点番号入力画面にある交差点番号読込ボタンを押すと、交差点番号読み込み画面が表

示されます。交差点番号読み込み画面から「道路情報便覧付図表示システム」にて作成した

経路データ（拡張子「.dfz」ファイル）を読み込むことができます。 

 

交差点番号入力画面 
 

①

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①交差点番号読み込み 
交差点番号読込ボタンを押すと以下のように、交差点番号入力画面が表示されま

す。 
交差点番号読み込み画面 
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i. 交差点番号読み込み 
経路データ（拡張子「.dfz」ファイル）のファイル先を参照ボタンより選択するか、直接

ファイル名を入力するかして登録ボタンを押すと交差点番号読み込みが開始されます。 
 
 

手順 操作内容 
１ ①ファイル名を入力するか②参照ボタンを押し該当するファイルを選択する。 
２ ③登録を押す。 

 
 

FD読み込み画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ②

③

 
 

登録ボタンを押すと、以下のように交差点番号入力画面に戻り、読み込んだ交差点番号が

表示されます。 
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ii. 「出発地住所」と「目的地住所」の入力 
経路データ（拡張子「.dfz」ファイル）には、出発地住所と目的地住所の情報は入ってま

せん。読み込み後、①出発地住所と②目的地住所を入力してください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

① 

iii. 経路チェック 
読み込んだ後、①経路チェックボタンを押してください。読み込んだ経路（交差点番号）

が、連続しているか（つながっているか）をチェックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ①
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iv. 経路変更を行う場合 
既に交差点番号が画面に入力されているときに交差点番号読込ボタンを押す場合は、入力

されている交差点番号を削除して、経路データ（拡張子「.dfz」ファイル）の交差点番号に

なりますので注意してください。以下のメッセージが表示されます。 

 

②

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③

④

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交差点番号入力画面にて①交差点番号が入力されている場合、②交差点番号読込ボタンを

押すと、③のメッセージが表示されます。④のＯＫボタンを押すと、既に入力された交差点

番号を削除して経路データを読み込みます。 
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3.6 申請書作成の予約（申請書作成予約受付情報） 
入力（登録）を済ませた情報を保存し、受付システムにアップロード（道路管理者に提出）

する申請データをダウンロードしたい場合は、まず申請書作成の予約登録を行います。 
申請・各種情報入力選択画面にて申請書作成予約登録を選択すると、申請書作成の予約登録

が行われ、申請書作成予約受付情報画面に移ります。 
申請書作成予約受付情報画面では、申請書作成予約の受付結果の表示または予約キャンセ

ルを行います。 
申請・各種情報入力選択画面もしくは申請書作成予約受付情報画面にて、入力（登録）を

済ませた情報を保存し終了させたい場合は、保存終了ボタンを押します。 
申請書作成予約を行った後、そのままデータ作成を続けたい場合（継続して情報を入力し

たい場合）データを保存終了し、ＦＤ読み込み機能にて読み直してから申請書作成予約を行

ってください。 
 

申請・各種情報入力選択画面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①

②

i. 申請書作成予約登録する 

手順 操作内容 
１ ①申請書作成予約登録を押す。 

申請書作成予約受付情報画面 

ii. 申請データを一時保存する 

手順 操作内容 
１ ②保存終了を押す。 

一時保存ファイル 作成処理画面
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3.5.1 申請書作成予約登録時のチェック 

申請・各種情報入力選択画面で申請書作成予約登録ボタン押下時に、申請情報の内容のチ

ェックを行なっています。表示されたメッセージに従って操作を行なってください。 
 

I. 通行期間のチェック 
省令に基づき、事業区分と車両諸元により通行期間のチェックを行なっています。 
押下時に以下の警告メッセージが表示された場合には、OKボタンを押し、申請書情報入

力、車両情報入力の内容を確認、修正してください。 
 

通行期間エラー画面例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※表示されるメッセージは、「事業区分」「車種」「車両諸元」によって異なります。 
 

II. 特例８車種における最大軸重のチェック 
特例８車種において、最大軸重が10tを超える場合にチェックを行なっています。 
内容が正しければＯＫボタンを押してください。ＯＫボタンを押すと、申請書作成予約受

付情報画面に遷移します。 
修正する場合はキャンセルボタンを押してください。キャンセルボタンを押した場合画面

は遷移せず、申請・各種情報入力選択画面が表示されます。 
 

最大軸重確認メッセージ画面 
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申請書作成予約受付情報画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

③ 

⑤ 

⑥ 

② 

① 

 
①申請番号 

申請番号が表示されます。 

この申請番号を元に申請書作成状況一覧画面より申請窓口に提出する申請データの

ダウンロードを行います。 

②作成待ち番号 

作成予定の順番が表示されます。 

③申請支援システムメニューへ戻る 

申請支援システムメニュー画面に戻ります。 

④経路図作成予約 

経路図作成予約画面に移ります。 

経路図作成予約ボタンは申請経路入力方法選択画面で「デジタル地図による経路入

力」登録ボタンを押した場合にのみ表示されます。 

⑤予約キャンセル 

表示している予約情報を取り消し、申請・各種情報入力選択画面に戻ります。 

⑥保存終了 

一時保存ファイル作成処理画面より、申請データを一時保存します。 
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i. 申請支援システムメニューへ戻る 

手順 操作内容 
１ ①申請支援システムメニューへ戻るを押す。 

申請支援システムメニュー画面 

ii. 経路図作成予約を行なう 

手順 操作内容 
１ ④経路図作成予約を押す。 

※申請経路入力方法選択画面で「デジタル地図による経路入力」登録ボタンを押した

場合のみ表示されます。 
経路図の作成予約画面 

iii. 予約をキャンセルする 

手順 操作内容 
１ ⑤予約キャンセルを押す。 

申請・各種情報入力選択画面 

iv. 申請データを一時保存する 

手順 操作内容 
１ ⑥保存終了を押す。 

一時保存ファイル 作成処理画面 
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3.7 保存終了 
ここでは保存終了についての説明を行います。 
保存終了とは、申請・各種情報入力選択画面もしくは申請書作成予約受付情報画面が表示

された時点で、そこまでに入力（登録）した内容を一時的にＦＤ等に保存する処理です。 
 

 
●保存終了手順 

情報を保存し終了させたい場合は、申請・各種情報入力選択画面もしくは申請書作成予約

受付情報画面で保存終了ボタンを押します。 
保存終了ボタンを押すと、以下のような画面が現れます。 
申請データの保存をクリックして、申請データをFD等にダウンロードし、保存して下さ

い。 
申請データのダウンロードが終了したら、入力を続けるまたは入力を終了するを押して下

さい。 
 

申請FD／一時保存ファイル 作成処理画面 
 
 

②①

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 入力を続ける 

手順 操作内容 
１ ①入力を続けるを押す。 

申請 各種情報入力選択画面 
 

ii. 保存して終了する 

手順 操作内容 
１ ②入力を終了するを押す。 

申請支援システムメインメニュー画面 
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i. ファイルのダウンロード 
一時保存ファイル 作成処理画面において、申請データの保存をクリックすると、以下の

画面が表示されます。 
ファイルのダウンロード画面 

 
 
「保存(S)」を選択してください。 
以下のような画面が表示されますので、名前を付けて保存してください。 
（※）後から使用することを考えて、分かりやすいディレクトリ・ファイル名で保存して

おくことをお勧めします。 
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4. 申請データ作成（FD読み込み） 
本章では、FDを読み込んで申請データを作成する場合の操作説明を行います。FD読み

込みの操作は画面の流れ以外は３章（申請書入力）と同様なので、そちらを参照にして下

さい。 
 

4.1 申請書入力 
ここでは申請書入力についての説明を行います。 
申請書入力方法選択画面において、FD読み込みを選択すると、FD読み込み画面に移り

ます。FD読み込み画面において、FD（または他の媒体）よりデータを読み込むと申請書

入力画面が表示されます。その後の申請書登録結果表示画面までの操作，流れは３章と同

じです。ただし、データは既に入力されています（データ項目によっては未入力の場合あ

り）。入力データを確認・修正しながら、操作を進めてください。 
以下に申請書入力（FD読み込み）のフローを示します。 
 
 
 申請支援システム メインメニュー画面

申請書入力方法選択画面

申請種類選択画面FD読込画面 

FD読込or申請書入力

※申請書入力の説明は３章

保存終了 

申請書入力画面

※申請書入力画面の説明は３章

提出先窓口指定画面

※提出先窓口指定画面の説明は３章 

提出先窓口確認画面

※提出先窓口確認画面の説明は３章 

申請 各種情報入力選択画面

※申請 各種情報入力選択画面の説明は３章

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フローに従い各画面操作の説明を行います。 
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4.1.1 申請書入力方法選択 

I. 申請書入力方法選択 
申請経路入力方法を選択すると、申請書入力方法選択画面に入ります。申請書入力方法

選択画面では、〔FD読み込み〕を選択します。 
 

申請書入力方法選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  

② 

h�
・�

i. FDより申請情報を読み込む 

手順 操作内容 
１ ①FD読み込みを選択する。 
２ ②選択を押す。 

FD読み込み画面
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II. FD読み込み 
FD読み込みとは、既に入力してある申請情報（FD）を読み込む方法です。 
FDのファイル先を参照ボタンを押下し、読み込みたいデータを選択して登録ボタンを

押すとFD読み込みが開始されます。 
FD読み込み画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②

③ 

① 

i. FDファイルを指定する 

手順 操作内容 
１ ①ファイル名を入力するか②参照ボタンを押し該当するファイルを選択する。 
２ ③を押す。 

申請書入力画面 
 

FDを読み込むと申請書入力画面に移ります。FDに入力されている申請情報が画面に表

示されます。 
申請書入力画面は、読み込んだデータの情報内容により、「新規申請，変更申請，更新

申請」を自動判断します。 
また、その後の操作は、申請書入力と同様に申請 各種情報入力選択画面に移ります。第

３章を参照して操作を続けてください。また、各画面には、FDから読み込んだデータが表

示されていますので、内容を確認しながら、次へ進んで下さい。 
 

■ポイント■ 
新規申請のデータをFD読み込み時は、申請書入力（新規） 
更新申請のデータをFD読み込み時は、申請書入力（更新） 
変更申請のデータをFD読み込み時は、申請書入力（変更） 
と画面表示されます。 
 
FD読込みでデータを作成する場合は、申請内容（新規・更新・変更）を異なる申請種類

へ変更することはできません。 
 
違うIDのデータを自分のIDでFD読み込みしデータを作成した場合は、作成されるデー

タには自分のIDをつけることが出来ます。 
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5. 申請書作成状況一覧 
本章では、予約登録を行った申請書の作成状況を確認する場合の操作説明を行います。

送信アプリケーションを利用してデータ送信する申請データはこちらからダウンロードを

行います。 
 

5.1 申請書作成状況一覧 

申請支援システムメインメニュー画面において、申請書作成状況一覧を選択すると、申

請書作成状況一覧画面に移ります。申請書作成状況一覧画面では、ログインユーザが予約

登録を行った申請データの作成状況表示、ダウンロードまたは作成予約キャンセルを行い

ます。 
申請書作成状況一覧画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑦

⑧ 

⑥⑤④

② ③ 

① 
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①申請番号 
申請番号が表示されます。 

②申請書作成予約受付日時  
申請書作成予約を受け付けた日時が表示されます。 

③作成状況  
申請書の作成状況として、作成完了、作成中、作成待ち状態、予約キャンセル、
要再作成のいずれかが表示されます。 
・作成完了 
 申請書作成が完了しています。 
 申請書（.tpr）、申請データ（.tks）のダウンロードが可能となります。 

 ・作成中  
  申請書を作成中です。 
  申請書作成予約のキャンセルが可能となります。 
 ・作成待ち状態 
  申請書作成順番待ち状態です。 
  メッセージに作成待ち番号が表示されます。 
  申請書作成予約のキャンセルが可能となります。 
 ・予約キャンセル 
  申請書作成予約をキャンセルされた状態です。 
  申請データ（.bin）のダウンロードが可能となります。 
 ・要再作成 
  申請書作成ができませんでした。 
  メッセージに従い修正し、再作成してください。 
  申請データ（.bin）のダウンロードが可能となります。 
④作成完了日時 
申請書の作成が完了した日時が表示されます。 

⑤メッセージ 
作成状況に応じたメッセージが表示されます。 

⑥操作 
作成状況に応じた操作ボタンが表示されます。 
・ダウンロード 
 「申請書」「申請データ」「重さ、高さ指定道路外スパン一覧」のダウンロー

ドを行います。 
 ※「重さ、高さ指定道路外スパン一覧」については、高さ3.8mを超える海上コ

ンテナ及び、特例８車種の場合で、重さ指定道路／高さ指定道路以外を走行す
る場合に表示されます。 

・キャンセル 
 申請書作成予約のキャンセルを行います。 

⑦経路図作成状況一覧 
経路図作成状況一覧の画面へ移ります。 

⑧画面再読み込み 
申請書作成状況一覧画面を再読み込みし、画面を最新の状態にします。 
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5.1.1 申請書類印刷 

申請書作成状況一覧画面より、作成が完了している申請書のダウンロードボタンを押す

と、ファイルのダウンロード画面が表示されます。 
「保存（S）」を選択した場合は、保存場所を指定し、「OK」を選択してください。 
「開く（O）」を選択した場合は、「OK」ボタンを選択してください。 
 

ファイルのダウンロード画面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ポイント■ 
上の画面で、「開く（O）」を先に選択した場合は、データを「保存」することはでき

ません。データを保存したい場合は、「保存（S）」を先に選択してください。 
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算定結果印刷画面が表示（起動）されます。確認したい文書を選択すると、算定結果印

刷画面右側に、選択した文書が表示されます。文書の印刷も可能です。 
 

申請書類表示画面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷を終了する場合はここ

を押してください。 

選択文書が表示され

ます 

印刷したい文書を選

択します 

ここをクリックすると、選

択文書が印刷されます 

 
※車両内訳書は包括申請の場合のみ出力されます。 
※委任状は代理人申請の場合に出力されます。 
 
 
※帳票の表示画面の操作方法及び各種帳票の印字内容の説明は第１０章を参照してくだ

さい。 
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5.1.2 申請データダウンロード 
ここでは申請データダウンロードについての説明を行います。 
申請データダウンロードとは、受付サブシステムにアップロード（道路管理者に提出）

する申請データをダウンロードする処理です。 
 

●作成手順 
申請書作成状況一覧画面にて、作成が完了している申請データのダウンロードボタンを

押して、申請データをFD等にダウンロードして保存して下さい。 

I. ファイルのダウンロード 
申請書作成状況一覧画面において、申請データのダウンロードボタンをクリックする

と、以下の画面が表示されます。 
「保存（Ｓ）」ボタンをクリックしてください。申請データは「開く（O）」でデータ

を開くことはできません。 
ファイルのダウンロード画面 
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「保存(S)」を選択して、OKボタンを押してください。 
以下のような画面が表示されますので、名前をつけて保存をしてください。 
保存した申請データファイルは、後から利用します。分かりやすい場所に保存してくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ここで保存したデータは(.tks)はオンラインで送信できるデータです。 

 

■ポイント■ 
※ 申請データ（.tks、.bin）の内容はオンライン申請支援システムの「ＦＤ読み込み」

という機能を利用して内容確認ができます。 

※ 「ＦＤ読み込み」以外の方法で開いて編集しないでください。（ファイルが破損する

可能性があります） 
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5.1.3 重さ、高さ指定道路外スパン一覧印刷 

申請書作成予約状況一覧画面において重さ、高さ指定道路外スパン一覧出力ボタンを押

すと、ファイルのダウンロード画面が表示されます。 
「開く(O)」を選択してください。 

ファイルのダウンロード画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重さ、高さ指定道路外一覧印刷画面が表示（起動）されます。印刷を行いたい文書を選

択し、印刷を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※帳票の表示画面の操作方法及び各種帳票の印字内容の説明は第１０章を参照してくだ

さい。 
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6. 経路図作成予約状況一覧 
申請支援システムトップメニュー画面において、経路図作成予約状況一覧を選択する

と、経路図作成予約状況一覧画面が表示されます。ここでは、経路図作成予約状況の確認

が行えます。 

6.1 経路図作成予約状況一覧のフロー 
経路図作成予約状況一覧のフローを以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請支援システムトップメニュー画面

経路図作成状況一覧画面

作成待ち状態

作成中

要再作成

作成完了

申請書作成状況一覧画面

経路図作成状況照会

キャンセル

ダウンロード
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6.2 経路図作成状況一覧 
ログインした申請者が予約した経路図の作成状況一覧が表示されます。 
経路図作成状況一覧画面では、経路図の状況表示、作成済み経路図のダウンロードまた

は作成予約キャンセルを行う事が出来ます。 
 

経路図作成状況一覧画面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ② 

⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨

③ 

経路図PDFファイルは作成管老から７日で削除されます。④

① 予約番号 
予約番号が表示されます。 
 

② 作図範囲 
予約された経路図の作図範囲を表示します。 
全域＝全経路図、部分＝部分経路図 
 

③ 予約受付日 
経路図作成予約を受け付けた日時が表示されます。 
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④ 作成状況 

処理中の経路図作成状況として、作成待ち状態、作成中、作成完了、要再作成、予

約キャンセルのいずれかが表示されます。 

 ・作成待ち状態 

  作成処理順番待ち状態です。 

  メッセージに作成待ち番号が表示されます。 

  作成予約のキャンセルが可能となります。 

 ・作成中 

  経路図作成中です。 

  作成予約のキャンセルが可能となります。 

 ・要再作成 

  作成処理ができませんでした。 

  スパン情報の取得に失敗しました。 

等が表示されます。データ内容を確認の上再度予約をしてください。 

 ・作成完了 

  経路図作成が完了しています。 

 ・予約キャンセル 

  作成予約をキャンセルされた状態です。 

 

⑤ 作成完了日時 

経路図の作成が完了した日時が表示されます。 

 

⑥ メッセージ 

処理状況に応じたメッセージが表示されます。 

 

⑦ 操作 

処理状況に応じた操作ボタンが表示されます。 

・キャンセル 

作成予約のキャンセルを行います。 

・ダウンロード 

PDFファイルのダウンロードが行えます。 

 

⑧ 申請書作成状況照会 

申請書作成状況照会に遷移します。 

 

⑨ 画面再読み込み 

作成予約状況一覧画面を再読み込みし、画面を最新の状態にします。 
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6.3 PDFファイル印刷 
 
ダウンロードされたファイルはPDF形式にて作成されています。お手元のパソコン環境

に左右される事無く、一定のサイズにて印刷が可能な為、広く使用されているファイル形

式です。 
なお、ご覧になるには、Adobe社のAdobe Readerが必要になります。 
ダウンロード先URL  http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html

 

経路図PDFファイルは作成完了から７日で削除されます。 

① 

 
 

i. 経路図作成状況一覧 

手順 操作内容 
１ ①ダウンロードを押す。 

PDFファイル 
 
 

PDFファイルは、ご使用のパソコンにAdobe Readerがインストールされていれば、左クリ

ックすることにより登録経路図が表示されます。インストールされていない場合は、左クリ

ックしてパソコンに保存後、Adobe Readerをインストールし、保存したファイルを開いて

ください。 
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7. 担当者変更 
ここでは、既に登録してある担当者情報の変更を行うことができます。 
また、変更が行える情報は担当者の情報（担当者名（漢字），部署名，電話番号，ＦＡ

Ｘ番号，メールアドレス）のみです。 
 

7.1 担当者変更 

申請支援システムメインメニュー画面において、担当者変更を選択すると担当者変更画

面が表示されます。変更したい“担当者名（漢字）”，“部署名”，“電話番号”，“Ｆ

ＡＸ番号”，“メールアドレス”を変更入力して、更新を押して下さい。 
担当者変更画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①

②

 

i. 担当者情報の変更 

手順 操作内容 
１ ①担当者の情報を変更入力する。 
２ ②更新を押す。 

担当者変更内容画面 
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7.2 担当者変更内容確認 
担当者の情報を更新すると、設定された新しい情報が表示されます。 
内容を確認した上、終了ボタンを押して下さい。 

担当者変更内容画面 
  
 

①

②

①①

②②

ABCDEFGH

①

②

①①

②②

ABCDEFGH

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i. 変更した担当者の確認 

手順 操作内容 
１ ①担当者の変更内容を確認する。 
２ ②終了を押す。 
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8. パスワード変更 
ここでは、既に登録してあるパスワードの変更を行うことができます。 
パスワードの変更はセキュリティ上、定期的に行うことが望まれます。パスワードを変

更した場合は、新しいパスワードを忘れないように注意して下さい。 
 

8.1 パスワード変更 

申請支援システムメインメニュー画面において、パスワード変更を選択するとパスワー

ド変更画面が表示されます。現在のパスワード、新しいパスワードをそれぞれ入力して、 
更新を押して下さい。 

パスワード変更画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②新しいパスワードと③新しいパスワード（再入力）には、同パスワードを入力し下さい。 
また、パスワードの条件としては制限がありますので注意して下さい。 

② 

① 

③ 

④

１． 半角英数文字の８～１２文字。 
２． 全て数字のパスワードは認められません。 
３． 英字は大文字のみを使用して下さい。 
４． 全角文字は使用できません。 

上記のルールに則していない場合や、現在のパスワードの入力ミス等を行うと、エラーメ

ッセージが表示されます。 

i. パスワードの変更 

手順 操作内容 
１ ①現在のパスワードを入力する。 
２ ②新しいパスワードを入力する。 
３ ③新しいパスワードを再入力する。 
４ ④更新を押す。 

パスワード変更内容画面 
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8.2 パスワード変更内容確認 
パスワードを更新すると、設定された新しいパスワードが表示されます。 
パスワードを確認した上、終了ボタンを押して下さい。 

パスワード変更内容画面 
 
 

ABCDEFGH ①

②

ABCDEFGHABCDEFGH ①

②

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
変更したパスワードが画面上に表示されるタイミングは、このタイミングだけです。 
控えを取る、印刷等を行い、パスワードを忘れないようにして下さい。 

i. 変更したパスワードの確認 

手順 操作内容 
１ ①パスワードを確認する。 
２ ②終了を押す。 
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9. 許可番号つき経路図の印刷 
ここでは、受付システムからダウンロードした許可書類のうち、経路図の印刷方法の説

明を行います。 
許可書類のうち、経路図はユーザの方がご自分で印刷する必要があります。 
それ以外の許可証は、申請窓口へ行き、道路管理者から発行されたものを受け取る必要

があります。 
 

9.1 許可番号つき経路図の印刷フロー 
許可証ダウンロード後、許可済み全経路の印刷を行うことができます。 
以下に、そのフローを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FD読み込み画面

申請支援トップメニュー

許可済み経路図作成予約画面

経路図作成状況一覧

4..許可済み申請データを
 選択後、登録

6.申請支援システムメニュー画面へ 

7..経路図作成状況一覧

経路図作成予約受付情報

5..経路図作成予約

申請支援システムメニュー

申請者選択画面

申請経路入力方法選択画面

1.申請書作成を選択

2.申請者を選択

3.ＦＤ読み込みを選択

 
フローに従い、許可番号付き経路図の印刷方法の説明を行います。 
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9.2 許可済み全経路の印刷 
FD読み込みまでの流れは、「４.申請データ作成（FD読み込み）」の手順と同様です。 
申請支援システムにアクセス、ログインすると、申請支援システムのトップ画面が表示

されますので、申請データ作成を押します。 
 
 

申請支援システムのトップ画面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

i. 申請支援システムにログイン 

手順 操作内容 
１ ①申請データ作成を押す。 

申請者選択画面
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画面の指示に従い、申請者選択、申請経路入力方法選択、申請書入力方法選択を行います。 
 

申請者選択画面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

① 

 
 

ii. 申請者の選択 

手順 操作内容 
１ ①申請者を選択する。 
２ ②選択を押す。 

申請経路入力方法選択画面
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申請書入力方法選択画面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

① 

iii. 申請書入力方法の選択 

手順 操作内容 
１ ①FD読み込みを選択する。 
２ ②選択を押す。 

FD読み込み画面
 
 
 
 

FDのファイル先を参照ボタンより選択するか、直接ファイル名を入力するかして登録

ボタンを押すと、FD読み込みが開始されます。許可済み全経路の印刷を行いますので、許

可証圧縮ファイル（.lzh）内のbinファイル（「xxxxxxxxx.bin」）を指定してください。 
FD読み込み画面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③

②① 
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iv. FD読み込み対象ファイルの指定 
許可済番号付き経路図のファイルは、許可証圧縮ファイル（.lzh）の解凍方法によって

保存先が２パタンあります。 
 

■ポイント■ 
① 自分の持っている解凍ソフトで許可証圧縮ファイル（.lzh）を解凍した場合は、ご自

身で保存先を決定しています。 
② 送信アプリケーションを利用して解凍ソフトで許可証圧縮ファイル（.lzh）を解凍し

た場合は、「⇒Cドライブ⇒tokusyaフォルダ⇒receiveフォルダ⇒0000010フォルダ

⇒該当する到達番号ファイル」内に保存されています。 
 
 

手順 操作内容 
１ ①参照ボタンを押し許可証圧縮ファイル（.lzh）を解凍した場所から、拡張子が.bin

というデータを選択する。 
２ ③登録を押す。 

 

許可済み全経路印刷画面
 
 

経路図作成予約ボタンを押すと、許可番号付き経路図の作成が予約されます。 
 作成状況を確認するには、 

申請支援システムトップ画面に戻り、経路図作成状況一覧を選択します。 
 

 
許可済み全経路印刷画面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

許可番号：国関整道交特車　平成18年度　第080000号

① 

v. 許可済み全経路の予約 

手順 操作内容 
１ ①経路図作成予約ボタンを押す。 

経路図作成予約受付情報画面

－ 9-5 －
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経路図作成予約受付情報画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

 

vi. 許可済み全経路の予約 

手順 操作内容 
１ ①申請支援システムメニューへ戻るボタンを押す。 

 
 
 
 以下の画面の「経路図作成状況一覧」をクリックし、予約したデータが「作成完了」にな

りましたら、ダウンロードしてください。 
 
 

 － 9-6 －
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10. 各種帳票 

10.1 帳票の種類 
申請支援システムで出力される帳票の画面と種類は以下です。 

 
種類と印刷方法 

画  面 種  類 印刷の仕方 
申請書作成状況一覧 申請書(.tpr) ダウンロード後、帳票印刷プログラムで印刷 
経路図作成状況一覧 経路図(pdf) ダウンロード後、アドビリーダーで印刷 
算定のみご利用の方 
はこちらから 

算定結果帳票(.tpr) 
 

ダウンロード後、帳票印刷プログラムで印刷 
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10.2 各種帳票一覧 
申請支援システムで出力される帳票は以下の通りである。 

 
 

表－１ 出力帳票一覧 
 

画  面 種  類 内  訳 
特殊車両通行許可 申請書（様式第一） 
特殊車両通行許可 申請書（様式第一）住所氏名空欄 
特殊車両通行許可 申請書（様式第二）許可欄付き 
特殊車両通行許可 申請書（様式第一）代理人 
特殊車両通行許可 申請書（様式第一）代理人住所、氏名空欄 
車両内訳書 
車両の諸元に関する説明書（普通申請） 
車両の諸元に関する説明書（包括申請） 
通行経路表 
委任状 

申請書作成

状況一覧 
申請書(.tpr) 

重さ、高さ指定道路外スパン一覧 
経路図 経路図作成

状況一覧 
経路図(pdf) 

許可番号付き経路図（許可証ファイル内の.binデータのみ） 
特殊車両通行許可算定書（総合） 
特殊車両通行許可算定書 
CD条件及び個別審査箇所一覧 
CD条件及び個別審査箇所一覧（簡易） 
特殊車両通行許可 協議交差点一覧 
高速重量算定（照査１および照査２）不適合車両一覧 
通行規制情報一覧 
通行経路表 
車両内訳書 

算定のみご

利用の方は

こちらから 

算定結果帳票

(.tpr) 
 

重さ、高さ指定道路外スパン一覧 
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10.3 帳票に関する共通ルール 
各種帳票の共通ルールを定義する。 

10.3.1 各種年月日の発生ルール 
● 受理年月日 

書類に不備がないことを確認し、申請を受理した時点の年月日とする。 
※ただし、道路管理者の入力により変更可能とする 

● 許可年月日(不許可年月日) 
許可又は不許可であることの決済を受けた時点の年月日とする 
※ただし、道路管理者の入力により変更可能とする 

● 申請年月日 
申請年月日は、申請者が申請データ作成時に入力するもので、申請者が設定することがで

きる 
● 申請通行開始年月日 

申請者が、その申請に対して通行開始を設定した年月日 
申請データ作成時に入力する 

● 申請通行終了年月日 
申請者が、その申請に対して通行終了を設定した年月日 
申請データ作成時に入力する 

● 許可通行開始年月日 
許可年月日か申請通行開始年月日の遅い方を許可通行開始年月日として、道路管理者が設

定する。 
ただし、不許可となった申請に対して、許可通行開始年月日は発行しない 

● 許可通行終了年月日 
許可通行開始年月日に許可期間（６ヶ月又は１年を加えた日、もしくは、申請通行終了月

日の早い方として、道路管理者が設定する） 
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10.3.2 期間設定について 
● 審査期間 

受理年月日から許可年月日までの期間を申請処理期間とする 
● 許可期間 
許可通行開始年月日から許可通行終了年月日までの期間 
 
変更申請と更新申請における許可期間の考え方を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 履行期間 
 納入告知書を受け取ってから履行期限までの期間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

審査期間

変更申請の場合

元申請の期間

変更申請の
許可期間

変更申請
許可日

更新申請の場合

元申請の許可期間
本来の更新申請の許可期間

更新申請申請日

この場合の更新申請の
許可期間

更新申請許可日

変更申請
申請日

審査期間
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10.3.3 申請データの有効期間 
受理された(地整ＤＢに格納された)申請データの保存期間は、許可日から１３ヶ月間とす

る。 
ただし、受付時審査(電算)を通過しなかった申請データ(無効申請データ)や、作成途中で残っ

ている申請データなどの受理されていない申請データは、２ヶ月後データベースから消去す

る。 
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10.4 帳票の印刷 

10.4.1 帳票印刷プログラム 
各種帳票を画面上で閲覧、印刷する場合に帳票印刷プログラム（TblPrint.exe）を利用す

る。（ソフトウェアは、ＰＲサイトよりダウンロード可能） 
 

10.4.2 帳票印刷プログラムの機能 
帳票印刷プログラムの機能を下記に示す。 
 

(1) 各帳票内、任意ページの印刷が設定できること 
 

項目 機能 
印刷範囲の設定 帳票毎に設定できること 
帳票毎の印刷範囲設定 帳票全体もしくは、ページ単位（P.1、P.2など）

で印刷範囲を指定できること 
 

(2) プレビュー画面の拡大／縮小（帳票毎） 
 

項目 機能 
画面の拡大／縮小 「表示」メニューから「ズーム」-「拡大／縮小／

等倍」のいずれかを選択 
拡大／縮小倍率 拡大／縮小時の表示倍率は、一回の実行で25％ず

つ増減する。（拡大4回実行で200％） 
表示倍率の範囲 表示倍率の範囲は25％～1600％とする 

 
 

10.4.3 帳票印刷プログラムの操作方法 
 
今回配布させて頂く帳票印刷プログラム(Version 2.1)には、従来の機能に加え、以下の機能が

追加されています。 
 
① 帳票の拡大／縮小表示 

25％～1600％の範囲で、帳票の拡大／縮小表示が可能です。 
帳票全体を確認する場合や、小さな文字を確認する場合等にお使い下さい。 

② 帳票の印刷範囲指定 

帳票ごとに印刷するページの範囲を指定できます。 
従来のように、帳票内の全ページを印刷するよう指定する事も可能です。 
※ウィンドウ下部のステータスバーに、常時「現在表示されている帳票」ならびに「現

在表示されているページ番号／帳票全体のページ数」が表示されます。 
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図1. 帳票印刷プログラム Version 2.1 画面 
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10.4.3.1. 新機能の紹介 

 
(1)  帳票の拡大／縮小表示 

 帳票の拡大／縮小表示を行うには、4通りの操作方法があります。 
 以下の方法のうち、いずれかの操作を行ってください。 
 （どの操作方法でも同じ動作となります） 
 
a.  メニューバーから操作する方法 
メニューバーから「表示(V)」-「ズーム(Z)」の順に選択すると、「拡大(L)」「縮小(S)」「等

倍(N)」のメニューが表示されます。 
「拡大(L)」、または「縮小(S)」を選択すると、それぞれ25％ずつ拡大、縮小を行います。 
「等倍(N)」を選択した場合は、現在の表示倍率に関わらず、必ず100％表示に戻ります。 
（既に100％表示されている場合、「等倍(N)」の左側にチェックマークが付加されます） 
 
 

 
図2. メニューバーからの操作 
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b. ポップアップメニューから操作する方法 
帳票プレビュー内で右クリックすると、①と同様に「拡大(L)」「縮小(S)」「等倍表示(N)」の

メニューがポップアップ表示されます。 
このメニュー上でも、①と同様の操作が可能です。 

 
図3. ポップアップメニューからの操作 

 
c. ツールバーから操作する方法 
ツールバーに追加された「拡大」「縮小」ボタンをクリックすると、それぞれ25％ずつ帳票の

拡大／縮小を行います。 

 
図4. ツールバーからの操作 

拡大 縮小 
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d. ショートカット・キーから操作する方法 
帳票印刷プログラム Version 2.1 に登録されたショートカット・キーを使用して、拡大／縮小

／等倍を行う事ができます。 
それぞれの動作に対応するショートカット・キーは、以下の通りです。 
 
【拡大】 

 [Ctrl] + [U] 
 [Ctrl] + [+] 

【縮小】 
 [Ctrl] + [D] 
 [Ctrl] + [-] 

【等倍】 
 [Ctrl] + [N] 
 [Ctrl] + [0]（ゼロ） 
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(2)  帳票の印刷範囲指定 
 帳票内の任意のページのみ印刷する場合、印刷範囲を指定します。 
 以下の手順に従って、印刷範囲の指定を行って下さい。 

a.  帳票一覧から、印刷範囲を指定する帳票をダブルクリックして下さい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5. 帳票の選択 

b.  「印刷範囲の設定」ダイアログが表示されます。「帳票のプロパティ」内の「タイト
ル」と「総ページ数」が正しい事を確認したら、「範囲設定(S)」をクリックして下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6. 帳票の確認 

 
c.  「範囲設定(S)」がチェックされると「開始ページ(F)」ならびに「終了ページ(E)」入
力欄が入力可能になりますので、印刷する範囲の開始ページ、終了ページをそれぞれ半

ダブルクリック 
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角数字で入力します。（この例では１ページ目のみ印刷するよう、開始ページ１、終了
ページ１、と指定してあります） 

 
図7. 印刷範囲の設定 

d.  最後に「OK(O)」ボタンをクリックして、設定を終了します。 

 
図8. 印刷範囲の決定 

 
「帳票の印刷範囲指定」を行う手順は以上です。 
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(3)  ステータスバーに表示される情報 
 ステータスバーの右の枠内に、「帳票タイトル」ならびに「現在表示中のページ番号／帳票の

総ページ数」が表示されます。 
 これらの情報は帳票の切り替え、ページのスクロール等で自動的に更新されます。 
 また、画面内に複数のページがある場合、任意のページをクリックすると、クリックしたペー

ジの番号がステータスバーに表示されます。 
 

 
図9. ステータスバーに表示される情報 

 
 

 

10.4.3.2. 帳票プログラムの表示 

帳票プログラムは、インターネットブラウザ（インターネットエクスプローラーなど）の

ウインド内に表示される場合と、別のウインドで表示される場合がありますので、インター

ネットブラウザ内に表示される場合は、ブラウザの「戻る」ボタンを押すと、元の画面に戻

る事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

任意のページをクリ

ックすると、そのペ

ージの情報がステー

タスバーに表示され

る。 

帳票のタイト

ル 

現在のページ番号／

帳票の総ページ数 
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10.5 申請関係帳票の説明 

10.5.1 特殊車両通行許可申請書 

10.5.1.1. 利用方法説明 

  申請書には下記に示す３種類ある。 
  ・申請者氏名、住所が記載されるもの 
  ・申請者氏名、住所欄が空欄のもの 
  ・許可欄が付いたもの 
  また、それぞれ、本人申請、代理人申請のパターンがあり、計６種類の帳票がある。 

10.5.1.2. 出力項目の定義 

車両に直接関係する出力項目の内容は以下のとおりである。 
様式を以降に示す。 

項目 出力内容 

通行開始年月日 申請者が入力した通行開始予定日 
通行終了年月日 申請者が入力した通行終了予定日 
車種区分 車種区分を出力。 

車両番号等 自動車検査証の登録番号を出力。単車の場合は上段に、連結車の場合は上段にトラ

クタ、下段にトレーラを出力。また、包括申請の場合は代表車両番号と台数を出力。

車名及び型式 
自動車検査証の車名、型式を出力。単車の場合は上段に出力し、連結車の場合は上

段にトラクタ、下段にトレーラを出力。 

積載貨物 
幅、高さ、長さは積載物の寸法を出力。品名は積載貨物品名コード表から選択した

結果を出力。ただし、建設機械、バン型等車両および新規格車の場合は記入せず斜

線で出力。 

軸種数 
申請車両の軸種の数を出力。複数軸種申請の場合のみ2以上となり、これ以外の場合

は１となる。 

車両諸元 
※包括申請の場合、「長さ・幅・高さ」以外において、車両の諸元に関する説明書

の合成値を出力。 

 総重量 車両自重、乗員および積載物重量の合計を出力。 

 最遠軸距 
最前軸から最後軸までの距離を出力。連結車の場合は連結した状態の距離を（車両

四面図等から）出力。 

 最小隣接軸距 隣り合う軸間距離のうち、最小値を（車両四面図等から）出力。 

 隣接軸重 最小隣接軸距に係る軸重の和を出力。 

 長さ・幅・高さ 貨物を積載した状態の寸法を出力。連結車の場合は連結した状態での寸法を出力。

 最小回転半径 車両の最外輪のわだちを諸元表等から求め出力。 

 最大軸重 計算した各軸重のうち最大値を出力。 

 最大輪荷重 
各軸重を輪数で除した重量のうち最大値を出力。 
※ダブルタイヤは１輪とする。 

通行区分 片道・往復・片道往復混在のいずれかを出力 

通行経路数 申請した経路の件数を計算して出力 

更新又は変更経緯 
更新又は変更した際の年月日、許可番号、車両台数、総通行経路数、変更事由を出

力 
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10.5.1.3. 出力様式 

特殊車両通行許可申請書の出力様式を下記以降に示す。 

(1) 特殊車両通行許可申請書 本人申請（住所、氏名あり） 
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(2) 特殊車両通行許可申請書 本人申請（住所、氏名空欄） 
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(3) 特殊車両通行許可申請書 本人申請（許可欄付き） 
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(4) 特殊車両通行許可申請書 代理人申請（住所、氏名あり） 
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(5) 特殊車両通行許可申請書 代理人申請（住所、氏名空欄） 
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10.5.2 車両内訳書 
車両内訳書は、包括申請の場合にのみ出力される。 
普通申請の場合は出力されない。 

10.5.2.1. 出力項目の定義 

出力項目の内容は以下のとおりである。 
 

項目 入力内容 

受付許可番号 受付許可番号は、申請時時に空白であり、受理後に出力される。 

整理番号 形式ごとに通し番号を出力。 
※システムが自動的に出力。 

区分 単車、トラクタ、トレーラのうちのいずれかを出力。 
車名 車名を出力。 
型式 型式を出力 
車両番号 同一車名、型式ごとに車検証の登録番号を申請台数分出力。 

 

10.5.2.2. 出力様式 

車両内訳書の出力様式を次項以降に示す。 
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10.5.3 車両の諸元に関する説明書（普通申請） 
車両の諸元に関する説明書は、普通申請と包括申請で様式が異なる。普通申請の場合を

以下に示す。 

10.5.3.1. 出力項目の定義 

出力項目の内容は以下のとおりである。 
 

項目 出力内容 

受付許可番号 申請時は空白で、受付後に記載される 
通行開始年月日 申請者が入力した通行開始予定日 
通行終了年月日 申請者が入力した通行終了予定日 
申請区分 新規申請、変更申請、更新申請のいずれかを出力 
通行区分 片道・往復・片道往復混在のいずれかを出力 
事業区分 路線、区域、路線Ａ，路線Ｂのいずれかを出力 
積載貨物品名 

分類 積載貨物品名コード表から選択した結果を出力  
品名 積載貨物品名コード表から選択した結果を出力 

車種区分 
車両の種類 車両分類より選択。  
軸種 軸種コードより選択。（トリプル有り／無しを表記） 

新規開発車両の基本通行条件 
高さ 
長さ  
重量 

新規開発車両に該当し、車両諸元入力で「型式」入力を行い、予め
登録されたデータベースから選択した場合にのみ出力 

車両台数 トラック・トラクタおよびトレーラ台数を出力。 

車両型式 自動車検査証の、形式を出力。単車の場合は上段に入力し、連結車
の場合は上段にトラクタ、下段にトレーラを出力。 

代表車両番号 自動車検査証の登録番号を出力。単車の場合は上段に、連結車の場
合は上段にトラクタ、下段にトレーラを出力。 

総重量説明表 
自重 

 トラック・ 
トラクタ自重 

車両重量を出力。 

 乗員（ 人） 
（ 人）内に乗員を出力し、1人当たり55ｋｇを乗じた重量をトン
で出力。 
※重量の出力例：1人（0.06ｔ）、2人（0.11ｔ）、3人（0.17ｔ）

 第１トレーラ自重 車両重量を出力。 
 第２トレーラ自重 車両重量を出力。（フルトレーラ及びダブルスの場合） 

小計 トラック・トラクタ自重、乗員およびトレーラ自重の合計値。 
※システムが自動的に出力。 

積載物重量 
 前部 積載物重量を出力。 
 後部 フルトレーラ、ダブルスの場合にのみ、後部の積載物重量を出力。

 小計 前部と後部の合計値を出力 
※システムが自動的に出力。 

合計 自重小計と積載物重量小計の合計値。 
※システムが自動的に出力。 
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項目 入力内容 

車両諸元表 ※１ 
幅 入力値を出力 
高さ 入力値を出力 
長さ 入力値を出力 

最大軸重 計算した各軸重のうち最大値を出力。 
※システムが自動的に出力。 

最遠軸距 
最前軸から最後軸までの距離を出力。連結車の場合は、連結した状

態の距離を出力。 
※システムが自動的に出力。 

最小隣接軸距 隣り合う軸間距離のうち最小値を出力。 
※システムが自動的に出力。 

最大軸重軸 
最外輪中心間距離 

軸重が最大となる軸の最外輪中心間距離を出力。 
※システムが自動的に出力。 

各輪の軸間距離及び

荷重点等の距離 
（l1～l8） 

車種区分コード表から該当する距離を出力。 
※システムが自動的に出力。 

荷重分布表 
輪数 各軸の輪数を出力。 ※ダブルタイヤは1輪。 
軸重 

 自重＋乗員 自重＋乗員の軸重を出力。なお、乗員重量はＡ軸に配分される。 
※システムによる計算を行う。 

 積載物 積載物の重量による軸重を出力。 
※システムによる計算を行う。 

 計 合計値を出力。 
※システムによる計算を行う。 

輪荷重 輪数あたりの荷重 
※システムによる計算を行う。 

最外輪中心間距離

（G）コード 
各軸の最外輪中心間距離（G）コード表のコード番号を出力。 
※システムが自動的に出力。 

※１：普通申請による車両諸元は、申請車両そのものの数値が出力される。 
 
 

10.5.3.2. 出力様式 

車両諸元に関する説明書（普通申請）の出力様式を次項に示す。 
 なお、複数軸種の申請の場合、各軸種毎に出力される。 
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※「新規開発車両の基本通行条件」において、新規開発車両の基本通行条件が無い場合、

「該当せず」と表示されます。 
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10.5.4 車両の諸元に関する説明書（包括申請） 
 車両の諸元に関する説明書は、普通申請と包括申請で様式が異なる。包括申請の場合を以

下に示す。 
 包括申請の場合、「車両諸元表」と「荷重分布表」が別用紙に出力される。 

10.5.4.1. 出力項目の定義 

「車両の諸元に関する説明書（普通申請）」と同じであるが、２枚目以降の合成値欄が追加

されている。また、包括申請の場合、一枚目の「 」欄は空白で出力される。 
 
●二枚目以降の表 

項目 出力内容 

合成値 

包括申請の場合は、車両自重、積載物重量、車両諸元および最大軸

重は組合せの最大値を、最遠軸距、最小隣接軸距。最大軸重軸最外

輪中心間距離は組合せの最小値を出力。 
※システムが自動的に出力。 

 
 

10.5.4.2. 出力様式 

 車両諸元に関する説明書（包括申請）の出力様式を次項以降に示す。 
なお、複数軸種の場合、軸種毎に出力される。 
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10.5.5 通行経路表 
  申請された経路ごとに通行経路表を出力する。 

 

10.5.5.1. 出力項目 

 通行経路表に関する出力項目の内容は以下のとおりである。 

また、様式を以降に示す。 

 

項目 入力内容 

経路番号 経路番号を出力 
通行区分 片道・往復のいずれかを出力 
出発地住所 入力した出発地の住所を出力する 
目的地住所 入力した目的地の住所を出力する 
路線名 選択した交差点番号を結ぶ路線名を出力する 
交差点名 選択した交差点名、番号を出力する 

 

10.5.5.2. 出力様式 

 通行経路表の出力様式を次項以降に示す。 
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10.5.6 経路図 
申請された経路ごとに経路図を出力する。 

 経路図は、A4縦サイズ・縮尺1/300000で静的なタイルとして割り振り、そのタイルに申請

経路情報における選択経路が存在する場合のみ、経路図として出力する。 
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10.5.6.1. 出力項目の定義 

(1) 全経路図 
  
 経路図の出力項目を以下に示す。 

 
 

No
. 

名称 書式 文字サ

イズ 
色 枠 特記事項 

① 申請番号 別記参照 12 黒 無  
② 自頁番号 － 14 黒 有  
③ 日付 YYYY/MM/DD 8 黒 無 印刷日付を記述 
④ スケーラ 別記参照 8 黒 無  
⑤ 隣接頁番号 － 14 黒 有 隣接地図の頁番号 

(存在する場合の

み) 
⑥ 経路数 経路数：n 12 黒 無  
⑦ 頁番号 経 路 図 印 刷 ：

nnn/mmm 
12 黒 無  
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10.5.6.2. 出力様式 

 経路図の出力様式を以下にに示す。 
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10.5.7 委任状 

10.5.7.1. 出力の定義 

申請者に変わって、申請書を提出する際に、代理人への権限委任する場合の出力を

行う。 

10.5.7.2. 出力様式 

委任状の出力様式を次項に示す。 
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１）代理人、氏名あり 
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 ２）代人氏名なし 
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算定関係帳票の説明 

10.5.8 特殊車両通行許可算定書（総合） 
 

10.5.8.1. 出力項目の定義 

出力項目の内容は以下のとおりである。 
様式を次頁に示す。 

 
項目 出力内容 

受付日 申請を受付した日を出力する 
受付許可番号 申請時は空白で、受付後に記載される 
通行開始年月日 申請者が入力した通行開始予定日 
通行終了年月日 申請者が入力した通行終了予定日 
申請区分 新規申請、変更申請、更新申請のいずれかを出力 
申請分類 普通・包括を出力。 
経路指定方法 経路申請 
申請車種 車両分類より選択。 
新規開発車両の基

本通行条件 
「高さ・長さ・幅」をそれぞれ出力。 

通行経路数 算定を行った経路数を出力。 
危険物積載の有無 「有・無」で出力。 
申請車両台数 トラック・トラクタ・トレーラそれぞれ出力。 
軸形式 軸種コードより選択。（トリプル軸表記あり） 

※複数軸種の包括申請時は、「申請分類」に表示する。 
 

10.5.8.2. 出力様式 

特殊車両通行許可算定書（総合）の出力様式を次項以降に示す。 
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10.5.9 特殊車両通行許可算定書 
 

10.5.9.1. 出力項目の定義 

特殊車両通行許可算定書の出力項目の内容は以下のとおりである。なお、ここに記載さ

れていない項目については、「特殊車両通行許可算定書（総合）」を参照のこと。 
 

項目 出力内容 ※１ 

受付日 申請を受付した日を出力する 
受付許可番号 申請時は空白で、受付後に記載される 
通行開始年月日 申請者が入力した通行開始予定日 
通行終了年月日 申請者が入力した通行終了予定日 
申請区分 新規申請、変更申請、更新申請のいずれかを出力 
申請分類 普通・包括を出力（車両諸元の違いあり） 
経路指定方法 経路申請 
申請車種 車両分類より選択。 
新規開発車両の基

本通行条件 
「高さ・長さ・幅」をそれぞれ出力。 

危険物積載の有無 「有・無」で出力。 
申請車両台数 トラック・トラクタ・トレーラそれぞれ出力。 
申請寸法分類 超寸法の場合、出力。 
軸形式 軸種コードより選択。（トリプル軸の表示） 
車両幅 貨物を積載した状況の寸法を出力。 
車両高さ 貨物を積載した状況の寸法を出力。 
車両長さ 貨物を積載した状況の寸法を出力。 
車両自重 トラック・トラクタ自重、乗員およびトレーラ自重の合計値 
前部積載物 トラックおよびトレーラの積載物重量を出力。  
後部積載物 フルトレーラの場合に、後部の積載物重量を出力。 

総重量 
トラック・トラクタ自重、乗員およびトレーラ自重の合計値 
乗員：（ 人）内に乗員を記入し、1人当たり55ｋｇを乗じた重量をト

ンで出力。 
軸・重心間距離 
（l1～l15） 

車種区分コード表から該当する距離を車両四面図等から出力。 
※システムが自動的に出力。 

軸データ 
 最大軸重 車検証の車両重量を出力 

 軸重計算結果 
軸重計算の結果を出力。 
※システムが自動的に出力。 

車両諸元 

最大軸重 
計算した各軸重のうち最大値を出力。 
※システムが自動的に出力。  

最遠軸距 
最前軸から最後軸までの距離を（車両四面図等から）出力。連結車の

場合は、連結した状態の距離を出力。 
※システムが自動的に出力。 
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隣接軸距 
隣り合う軸間距離のうち最小値を（車両四面図等から）出力。 
※システムが自動的に出力。 

最外輪中心間距

離 
軸重が最大となる軸の最外輪中心間距離を（車両四面図等から）出力。

※システムが自動的に出力。 
通行条件 
 重量 Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，個別審査のいずれかを出力 

 寸法 Ａ，Ｂ，Ｃ、個別審査のいずれかを出力 

備考 

 常に出力 
合成値による車両情報登録が行われている場合及び軸種その他（トリ

プル軸有）においては、H1.9.29適用のトリプル軸を有するセミトレー

ラーの床版の許可限度重量算定方法は適用されません。 

 該当時に出力 特例８車種において最大軸重が１０ｔを越える場合、バラ積み積載物

の許可はできません。 
 該当時に出力 車両高が4.3メートルを越えているため個別審査になります。 

 該当時に出力 車両の幅と長さにより超寸法となる車両においては、全ての交差点で

個別審査となります。 
※１：包括申請の場合、合成車両で計算されるため、「軸・重心間距離」が空白で出力され

る。 
   複数軸種の包括申請の場合、軸種毎に出力される。 
 
二枚目以降の出力（算定結果明細） 

項目 出力内容 

通行経路 申請した経路の件数を計算して出力 
通行区分 片道・往復・片道往復混在のいずれかを出力 
経路算定結果 個別審査もしくは、許可を出力（個別審査がなければ許可） 
通行条件 重量、寸法の通行条件を出力 
出発地住所 入力した出発地の住所を出力 
目的地住所 入力した目的地の住所を出力 
通行条件 
 狭小幅員 狭小幅員の障害件数を出力 
 上空障害 上空障害の障害件数を出力 
 曲線障害 曲線障害の障害件数を出力 
 交差点 交差点の障害件数を出力 
 橋梁 橋梁の障害件数を出力 
 高速道路 高速道路の障害件数を出力 
 スパン スパンの障害件数を出力 
 通行規制 通行規制の障害件数を出力 
 未収録 未収録の障害件数を出力 
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10.5.9.2. 出力様式 

(1) 普通申請の場合 
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(2)  包括申請の場合 
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(3) 算定結果明細 
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10.5.10 Ｃ・Ｄ条件及び個別審査箇所一覧 
Ｃ・Ｄ条件及び個別審査箇所一覧については、詳細版と簡易版がある。 

詳細版は、Ｃ条件、Ｄ条件及び個別審査箇所全てを出力する。 
簡易版は、個別審査箇所全てを出力するが、Ｃ条件及びＤ条件については、厳しい方の通行

条件を１つだけ出力し、同じ通行条件の障害が複数存在する場合、出発地に近い障害箇所を

１つだけ出力する。 

10.5.10.1. 出力項目の定義 

(1) 出力条件の定義 
１）審査明細(算定結果)の審査対象が橋梁の場合、通行条件(重量)がＣ､Ｄであるスパン 
２）審査明細(算定結果)の審査対象が橋梁以外の場合、通行条件(寸法)がＣであるスパン 
３）審査明細(算定結果)の審査結果が個別審査であるスパン 
４）審査明細(未採択道路)の全てのスパン 
５）審査明細(算定結果)の審査結果が通行不可であるスパン 
 

(2) 出力するスパンの定義 
    審査の結果、区分する障害種別を下記に示す。 

１）障害種別：狭小幅員、上空障害、交差点、橋梁、高速道路、スパン、通行規制、曲

線障害 
２）個別審査区間 

 

(3) 出力方法 
申請経路順、審査番号順に出力する。 

出力項目を下記に示す。   
１）障害種別 
２）条件 

３）道路管理者 

４）路線名称 

５）地先名 

６）往復区分 

７）名称（交差点又は構造物） 

８）起点交差点名称 

９）交差点地先名 

１０）終点交差点名称 

１１）交差点地先名 

 

(4) 表示上のルール 
 障害毎の詳細説明を下記に示す。 
 

１） 曲線個別審査の場合、車両占有幅を 99.99 と出力する 
２） 備考欄に「車両の幅と長さにより超寸法となる車両においては、全ての交差点で個別

審査となります。」のコメントを出力する。 

３） 備考欄に「車両の幅と長さにより超寸法となる車両においては、全ての交差点で個別
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審査となります。」のコメントを出力する。 

４） 高速道路を通行する経路では、個別審査事務所毎に集約表記を行う。 

 

10.5.10.2. 出力様式 

 Ｃ・Ｄ条件及び個別審査箇所一覧の出力様式を以下に示す。 
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10.5.11 特殊車両通行許可協議交差点一覧 
経路毎に個別審査となる交差点だけを一覧表形式で出力する。 

 

10.5.11.1. 出力項目の定義 

 
項目 出力内容 

受付許可番号 申請時は空白で、受付後に記載される 
軸数 申請車両の軸数とその構成を出力 
枚数順番号 当該帳票の枚数を出力 
通行経路 通行する経路番号を出力 
出発地住所 通行する出発地住所を出力 
目的地住所 通行する目的地住所を出力 
申請期間 申請期間を出力 
個別審査番号 個別審査番号を出力 
道路管理者 道路管理者名を出力 
路線名称 該当する路線名称を出力 
地先名 該当する地先名を出力 
往復区分 片道、往復の区分を出力 
名称（交差点又は構

造物） 
該当する交差点名・交差点番号を出力 

隣接交差点Ａ 該当する隣接交差点名を出力 
隣接交差点Ｂ 該当する隣接交差点名を出力 
分類値 
 Ａ→●→Ｂ 交差点Ａから進入し、当該交差点を交差点Ｂ方向へ折進する場合

 Ｂ→●→Ａ 交差点Ｂから進入し、当該交差点を交差点Ａ方向へ折進する場合

 分類値① 対向車線を侵して折進できる車両の寸法分類値 
 分類値② 対向車線を侵さずに折進できる車両の寸法分類値 
 Ⅲ 対向車線を侵して折進できる車両分類値 
 不 対応車線を侵さず折進できる車両分類値 
 Ⅱ 申請車両分類値 

 

10.5.11.2. 出力様式 

 特殊車両通行許可協議交差点一覧の出力様式を次項以降に示す。 
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10.5.12 高速重量算定（照査１および照査２）不適合車両一覧 
 高速自動車国道等における許可限度重量算定要領の結果として、下記項目について照査結

果を出力する。 

 

１） 照査１（軸重と軸距の関係） ：トラクタとトレーラの組合せによらず、照査結果が 

求められる。 

２） 照査２（軸重群と軸距の関係）：トラクタとトレーラの組合せにより照査結果が求め 

られる。 

なお、トリプル軸なしとトリプル軸有りの場合で、出力項目、様式が異なる。 

10.5.12.1. 出力項目の定義 

(1) トリプル軸なしの車両の場合 
 

項目 出力内容 

軸数 申請車両の軸数とその構成を出力 
枚数順番号 当該帳票の枚数を出力 

整理番号 車両諸元に関する説明書の整理番号に合わせ通し番号を出力。 
※システムが自動的に出力。 

軸重計算結果 
（Ａ～Ｆ） 

軸重計算の結果を出力。 
※システムが自動的に出力。 

車両諸元  
軸重計算結果 トラック・トラクタ自重、乗員およびトレーラ自重の合計値 

 車両諸元 計算した各軸重のうち最大値を出力。 
※システムが自動的に出力。 

照査２計算結果 
 Ｍ６０ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｓ２０ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｍｆ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｍｓ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｓｓ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
判定 

 照査１ 照査の結果を「○・×」で表示。通行経路中に含まれる高速道路等

スパンの内、最も小さいＫ値に基づき算出。 

 照査２ 照査の結果を「○・×」で表示。トラクタとトレーラの組合せで算

出 
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(2) トリプル軸有りの車両の場合 
  

項目 出力内容 

軸数 申請車両の軸数とその構成を出力 
枚数順番号 当該帳票の枚数を出力 

整理番号 車両諸元に関する説明書の整理番号に合わせ通し番号を 
※システムが自動的に出力。 

軸重計算結果 
（Ａ～Ｆ） 

軸重計算の結果を出力。 
※システムが自動的に出力。 

車両諸元  
軸重計算結果 トラック・トラクタ自重、乗員およびトレーラ自重の合計値 

 車両諸元 計算した各軸重のうち最大値を出力。 
※システムが自動的に出力。 

照査２計算結果 
 Ｍ６０ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｓ２０ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｍｆ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｍｓ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
 Ｓｓ 「高速自動車国道等の橋梁照査適合車両算定式」より算出 
判定 

照査１ 照査の結果を「○・×」で表示。通行経路中に含まれる高速道路等

スパンの内、最も小さいＫ値に基づき算出。 

照査２ 照査の結果を「○・×」で表示。トラクタとトレーラの組合せで算

出 
処理形式 ト トラクタ・トレーラ毎の床版に与える影響を審査 

 

処理形式 タ 車両全体の最大軸重、最小隣接にて与える影響 
 

10.5.12.2. 出力様式  

高速重量算定（照査１および照査２）不適合車両の出力様式を以下に示す。 
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(1) トリプル軸ありの場合 
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(2) トリプル軸なし場合 
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10.5.13 通行規制情報一覧 
 申請された経路毎に道路情報便覧に登録されている通行規制区間の内、公安委員会が設定

した情報一覧を出力する。 

なお、本帳票は、あくまでも参考帳票であり、特車通行に関しては、道路法、道路運送車両

法の関係法令を遵守して運行すると供に、現地の通行規制に従うこと。 

10.5.13.1. 出力項目の定義 

 道路管理者が設定した通行規制は、Ｃ・Ｄ条件及び個別審査箇所一覧に出力される。 

 

項目 出力内容 

受付許可番号 申請時は空白で、受付後に記載される 
軸数 申請車両の軸数とその構成を出力 
枚数順番号 当該帳票の枚数を出力 
通行経路 通行する経路番号を出力 
出発地住所 出発地住所を出力 
目的地住所 目的地住所を出力 
備考  
通行規制区間：道路管理

者名 
通行規制区間であ道路管理者名を出力 

通行規制区間：路線名称 通行規制区間である路線名称を出力 
通行規制区間：往復区分 片道、往復区分を出力 
通行規制区間：出発地側 通行規制区間である出発地交差点・地先名を出力 
通行規制区間：目的地側 通行規制区間である目的地交差点・地崎名を出力 
通行規制期間 通行規制区間を出力 
通行規制時間帯 通行規制時間帯を出力 
通行規制理由 通行規制となる理由を出力 
通行条件 通行条件を出力 

 

 

10.5.13.2. 出力項目 

 通行規制情報一覧の出力様式を次項以降に示す。 
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10.5.14 重さ高さ指定道路一覧 

10.5.14.1. 対象となる事項の定義 

(1) 対象車両 
車両高が3.8メートルを超える海上コンテナ、特例８車種。 

(2) 重さ指定道路 
 総重量の一般的制限値を長さ及び軸距に応じて最大25tとするものとして各道路管理者が

指定した道路。 

(3) 高さ指定道路 
 車両高さの一般的制限値を最大4.1mとするものとして各道路管理者が指定した道路。 

(4) 重さ指定道路外 高さ指定道路外の定義 
重算定結果帳票出力時に申請経路に指定されている「高さ指定道路外」、「重さ指定道路

外」のスパン情報を、【重さ、高さ指定道路外スパン一覧】に出力する。 
 

10.5.14.2. 出力項目の定義 

 通行規制情報一覧では、下記項目について出力する。 

 

項目 出力内容 

受付許可番号 
・受理番号の内、管理事務所コード（Ｘ）と一連番号を出力フ

ォーマットに変換して出力 
・受理前や自治体の場合、空欄 

枚数順番号 当該帳票の枚数を出力 
通行経路 申請した通行経路の番号を出力する 
出発地住所 出発地住所を出力 
目的地住所 目的地住所を出力 
備考  
障害種別 区間であるため、スパンを固定出力 

条件 
・申請車種の車両高が3.8メートルを超えている海上コンテナ

の場合は“要審査”、同特例８車種の場合、"不可" 
・上記以外の場合、空欄 

道路管理者名 該当する道路管理者名を出力 
路線名称 該当する路線名称を出力 
地先名 常に"-"を出力 

往復区分 経由地往復区分を"往"、"復"、"往復"の漢字文字列に変換して

出力 
名称（交差点又は構造物） 常に"-"を出力 
出発地側交差点（地先名） 隣接する交差点番号（地先名）を出力する 
目的地側交差点（地崎名） 隣接する交差点番号（地先名）を出力する 
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11. 申請データの算定 
本章では、申請データの算定機能についての説明を行います。 
 
本機能は、申請データを読み込み、算定予約を行う「算定予約機能」と、算定予約完了

時に取得する申請番号を使用して、算定結果を参照する「算定結果参照機能」の２つから

成ります。なお、本機能利用時に申請者ＩＤは必要ありません。 
 
申請データの算定の流れに添い、算定予約（→11.2）、算定結果参照（→11.3）、算定

結果帳票印刷（→11.3.1～11.3.3）、帳票印刷プログラムのダウンロード（→11.4）に分け

て説明します。 
 

11.1 申請データの算定機能のフロー 

申請データの算定画面において、申請データを指定し算定予約を押すと算定予約受付情

報画面に遷移します。申請データの算定画面に戻り、予約完了時に取得した申請番号を入

力し算定結果参照を押すと、算定結果帳票出力方法画面に遷移します。そこでは、算定が

完了した申請の算定結果を出力します。 
なお、算定結果帳票を出力するには、帳票印刷プログラムをインストールする必要があ

ります。インストールしていない場合には、まず、帳票印刷プログラムのダウンロードを

行ってください。 
 
以下に申請データの算定機能のフローを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 申請支援システムへのログイン画面 

算定機能のみ利用の方はこちら 

申請データの算定画面 

帳票印刷プログラムダウンロード 

帳票印刷プログラムダ

ウンロード画面 

算定結果参照 算定予約 

算定結果帳票出力方法

選択画面

算定予約受付情報画面 

※予約完了時に申請番号を取得 

詳細帳票出力簡易帳票出力

※帳票印刷プログラムのダウンロードは、帳票印刷プログラムをインストールしていない場合のみ 
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11.2 申請データの算定予約 

申請支援システムへのログイン画面で算定機能のみ利用の方はこちらボタンを押すと、

以下の申請データの算定画面が表示されます。 
ここでは、申請データの算定予約を行います。 
申請データの保存先を参照ボタンより選択するか、直接ファイル名を入力するかして算

定予約ボタンを押してください。算定予約ボタンを押すと、算定予約受付情報画面に遷移

します。 
 

申請データの算定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
申請データファイルで指定できる申請データの種類は以下の通りです。 
 

① ②

③ 

表 11.2-1 指定できる申請データの種類一覧 
データを作成したシステム名 拡張子 

tks 
オンライン申請支援システム bin 
データ移行プログラム オンライン申請版（申請者用） bin 
電子申請プログラム bin 
電子申請書作成システム bin 

 
 
※オンライン申請において許可証受領時に受付システムからダウンロードした、許可済

みの申請内容ファイル（「xxxxxxxxx.bin」）は使用できません。 
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i. 申請データファイルの算定予約をする 

手順 操作内容 
１ ①ファイル名を入力するか②参照を押し該当するファイルを選択する。 
２ ③算定予約を押す。 

算定予約受付情報画面 
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11.2.1 算定予約受付情報 

申請データの算定画面において、申請データを指定し算定予約ボタンを押すと、算定予

約受付情報画面が表示されます。 
算定予約受付情報画面では申請番号が表示されます。この申請番号は、算定結果を参照

する際に必要になりますので、必ずメモして控えておいてください。 
 
 

算定予約受付情報画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①申請番号 
申請番号が表示されます。 
この申請番号を元に申請データの算定画面で、算定結果を参照する申請データを
指定します。 
 
※この申請番号がないと算定結果を参照することができませんので、必ずメモし

て控えておいてください。 
 
②作成待ち番号 
作成予定の順番が表示されます。 

 
③前画面へ戻る 

申請データの算定画面に戻ります。 
 

③

② 

① 

i. 算定予約を終了する 

手順 操作内容 
１ ①申請番号をメモするなどして控える。 
２ ③前画面へ戻るを押す。 

申請データの算定画面
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なお、申請データの算定画面で算定予約ボタン押下後、申請データに誤りや不備がある

場合は、以下のような算定予約エラー画面が表示されます。 
以下のような算定予約エラー画面が表示された場合は、前画面へ戻るボタンを押し申請

データの算定画面に戻り、再度、正しい申請データを指定しなおしてください。 
 
 

算定予約エラー画面例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※エラーの内容は、指定したデータや申請データの内容によって異なります。 
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11.3 算定結果参照 

申請支援システムへのログイン画面で算定機能のみ利用の方はこちらボタンを押すと、

以下の申請データの算定画面が表示されます。 
ここでは、算定予約を行った申請データの算定結果を参照します。 
申請番号入力欄に、算定予約受付情報画面で取得した申請番号を入力し、算定結果参照

ボタンを押してください。算定結果参照ボタンを押すと、算定結果帳票出力方法選択画面

に遷移します。 
なお、算定結果参照は申請データの算定予約の直後でなくとも行うことができます。 

 
申請データの算定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

① 

 
①申請番号 
 算定予約受付情報画面で取得する申請番号の上位２桁は必ず「98」がつくため

「98」の部分は入力する必要はありません。この画面の申請番号入力欄では「98」
以降の番号を入力してください。 

i. 算定結果を参照する 

手順 操作内容 
１ ①申請番号を入力する 
２ ②算定結果参照を押す。 

算定結果帳票出力方法選択画面
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申請データの算定画面で算定結果参照ボタンを押した際、算定が完了していない場合、

以下のような算定予約情報画面が表示されます。以下のような画面が表示された場合は、

指定した申請データはまだ算定中ですので、しばらくお待ちの上、申請データの算定画面

で、再度算定結果参照ボタンを押してください。 
 

算定予約情報画面（算定中） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、算定結果がエラーだった場合は以下のような算定エラー画面が表示されます。メ

ッセージの内容は申請データの内容によって異なります。 
表示されたメッセージの内容を御確認ください。 

 
算定エラー画面例 
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11.3.1 算定結果帳票出力方法選択 

申請データの算定画面において算定予約済みの申請番号を入力し算定結果参照ボタン

を押すと、算定結果帳票出力方法選択画面が表示されます。 
算定結果帳票出力方法選択画面では、障害数を確認し各種帳票の印刷を行います。 
 

算定結果帳票出力方法選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

⑤④③ 

① 

11－8



 
申請支援システム                       11.申請データの算定 
 

①帳票出力選択 
C・D条件及び個別審査箇所一覧、特殊車両通行許可協議交差点一覧の出力を選択

します。出力しない場合は、チェックを外してください。 
②算定結果表示 
算定後発生した障害数を表示します。 
複数の軸種の包括申請を行った場合は、軸種毎に障害数を表示します。 

③簡易帳票出力 
申請情報と算定結果から、簡易帳票の出力を行います。 

④詳細帳票出力 
申請情報と算定結果から、詳細帳票の出力を行います。 

⑤前画面へ戻る 
申請データの算定画面に戻ります。 

 
簡易帳票印刷では、C・Ｄ条件及び個別審査個所一覧が簡易表示されます。 
表示内容は、次の通りです。 
①障害種別毎に、経路単位でC・D条件については厳しい方の通行条件の障害を１つだけ表示

する。なお、同じ通行条件の障害が複数存在する場合、出発地に近い障害を1つだけ表示する。 
②個別審査、通行不可は全て表示する。 
 

狭小幅員 C条件は1件だけ表示。個別審査は全件表示。 
上空障害 C条件は1件だけ表示。個別審査は全件表示。 
曲線 C条件は1件だけ表示。個別審査は全件表示。 
交差点 C条件は1件だけ表示。個別審査は全件表示。 
橋梁 C・Ｄ条件は厳しい条件は1件だけを表示。個別審査は全件表示。

高速道路 個別審査は全件表示。 
スパン 個別審査は全件表示。 
通行規制 全件表示。ただし道路管理者が設定した通行規制に限る。 
未収録 個別審査は全件表示。 
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11.3.2 簡易帳票の印刷 

算定結果帳票出力方法選択画面において、簡易帳票出力ボタンを押すと、ファイルのダ

ウンロード画面が表示されます。 
「開く(O)」を選択してください。 

 
ファイルのダウンロード画面 

 
 

算定結果印刷画面が表示（起動）されます。印刷を行いたい文書を選択し、印刷を行い

ます。 
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簡易帳票印刷画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷したい文書を

選択します 

印刷を終了する場合はこ

こを押してください。 

印刷は、ここをクリッ

クすると実行されます

 
※帳票の表示画面の操作方法及び各種帳票の印字内容の説明は第１０章を参照してくださ

い。 
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11.3.3 詳細帳票の印刷 

算定結果帳票出力方法選択画面において、簡易帳票出力ボタンを押すと、ファイルのダ

ウンロード画面が表示されます。 
「開く(O)」を選択してください。 

 
ファイルのダウンロード画面 

 
 

算定結果印刷画面が表示（起動）されます。印刷を行いたい文書を選択し、印刷を行い

ます。 
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詳細帳票印刷画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷を終了する場合はこ

こを押してください。 

印刷したい文書を選択し

ます 

印刷はここを押すと実行

されます。 

 
※帳票の表示画面の操作方法及び各種帳票の印字内容の説明は第１０章を参照してくださ

い。 
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11.4 帳票印刷プログラムのダウンロード 
算定結果帳票を出力するには、帳票印刷プログラムをインストールする必要があります。

すでにインストール済みの方はインストールする必要はありません。 
申請支援システムへのログイン画面で算定機能のみ利用の方はこちらボタンを押すと、

以下の申請データの算定画面が表示されます。申請データの算定画面で“「帳票印刷プロ

グラム」ダウンロード画面を開く”を押してください。 
 
 

申請データの算定画面
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申請データの算定画面で“「帳票印刷プログラム」ダウンロード画面を開く”を押すと、

帳票印刷プログラムダウンロード画面が開きます。帳票印刷プログラムをダウンロード後、

インストール手順をご覧頂き、帳票印刷プログラムのインストールを行ってください。 
 

帳票印刷プログラムダウンロード画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①帳票印刷プログラム（TblPrint Ver2.1）ダウンロード 
 帳票印刷プログラムのダウンロードを行います。 
 
②帳票印刷プログラム（TblPrint Ver2.1）インストール手順 
 帳票印刷プログラムをダウンロード後、インストール手順をご覧頂き、帳票印刷

プログラムのインストールを行ってください。 
 
③帳票印刷プログラム（TblPrint Ver2.1）新機能解説 
 帳票印刷プログラムの機能及び操作方法を解説しています。 

① 

③ 
② 
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